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序

韮崎市は、国指定史跡新府城跡を有し、また、全国的にも有名な坂井遺跡

をはじめ文化財の宝庫として、一般の方 ・々研究諸氏の注目を集め県内外に

広く知られております。近年は県営圃場整備事業等の大規模開発にともない、

数多くの遺跡が発掘調査され、貴重な文化財の発見が相次いでいます。

この度発刊された本報告書は、そのような大切な発見が相次ぐ大規模開発

の一端として平成元年度県営圃場事業に伴い発掘調査された、北後田遺跡の

報告であります。

北後田遺跡は昭和63年度に調査された後田遺跡と、平成元年～ 2年に調査

された宮ノ前遺跡との間に位置し、遺跡の立地から両遺跡をつなぐものとし

て古代の集落等の様相を知るうえで重要な遺跡と言えます。発見された遺構

は縄文時代の竪穴住居址 。上坑、奈良 。平安時代の竪穴住居址などで、出土

した遺物は当時の生活用品である土器が主体となっており、貴重な資料が得

られました。これらの資料が、先人の生活ならびに社会解明の一助となれば

と願うと同時に、永く後世に伝えることを責務と痛感致します。

最後に、北後田遺跡の調査並びに報告書作成に伴い、多大なる御理解と御

協力を頂いた関係の諸機関及び皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 2年 3月 31日

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 功 刀 幸 丸
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1 本書は、県営圃場整備事業に伴う北後田遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、峡北土地改良事務所負担金、文化庁・山梨県の補助金を受け、韮崎市教育委員

会が実施した。

3 本報告書の作成は、韮崎市教育委員会社会教育課が行い、山下孝司が担当した。
4 遺物。図面整理及び報告書作成にかかわる業務の参加・協力者 (敬称略)

深沢真知子。石原ひろみ。小野初美・根岸小春・功刀まゆみ・佐野靖子・矢房静江・竜沢み

ち子。平井由佳・ シン航空写真KK

5凡  例
① 挿図中の穴等の数字は床面及び確認面からの深さをあらわす。

② 挿図中のドットは焼上をあらわす。

③ 挿図断面図の Sは 石をあらわす。

④ 縮尺は各挿図ごとに示した。                    ´

⑤ 歴史時代土器断面、白ぬきは土師器、黒は須恵器、網点は陶器をあらわす。

③ 写真図版中の遺物番号は挿図中の遺物番号に対応する。

6 発掘調査及び報告書作成にあたり、次の方々から御指導・御協力をいただいた。厚く御礼を

申し上げる次第である。 (敬称略)

坂本美夫。米田明訓・古谷健一郎 (山梨県教育庁文化課)、 田代孝・末木健・新津健・八巻

与志夫 (山梨県埋蔵文化財センター)、 萩原三雄・宮沢公雄。平野修・櫛原功― (帝京大学

山梨文化財研究所)、 山路恭之助 (須玉町教育委員会)、 桜井真貴 (長坂町教育委員会)、

畑大介 (甲斐丘陵考古学研究会)、 原二人 (山梨郷土研究会)、 志村富三 (韮崎市文化財審

議会委員)

7 発掘調査・整理によって出土並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において

保管している。

調 査 組 織
1 調査主体  韮崎市教育委員会
2 調査担当  山下孝司 (韮崎市教育委員会社会教育課)
3 調査参加者
岡本嘉―・小田切絹枝・鈴木きく江。小沢高恵。小沢千代子・小沢春代・岡本保枝。長島昌

子・小沢久江・志村冴子・小沢みやの。小沢栄子・五味ゆき子・坂本恒子。深沢真知子・石

原ひろみ。小野初美・根岸小春・功刀まゆみ。小林―・貝瀬洋志。伊東千代美・水上幸枝・

金丸よし子。大柴恒子。中沢宥子・小川けさじ・小林銀子・神取ツギ子 。仲田鈴子・大柴み

や子・仲田竹子・名取房子・小野安子。保坂かつよ。大柴和子・清水久二雄・篠原哲也。河

内秀樹・佐野正幸

4 事 務 局  韮崎市教育委員会社会教育課
教育長 功刀幸丸、課長 成島主計、課長補佐 真壁静夫、係長 雨宮勝己・野沢可祝
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I 調査に至る経緯と概要

平成元年度県営圃場整備事業実施にともない、本市教育委員会では韮崎市圃場整備室から依頼

を受け、事業予定地区を昭和63年度に踏査を行い、遺跡の存在を確認した。その結果をもとに、

峡北土地改良事務所・ 山梨県教育庁文化課 。市教育委員会で協議を行い、遺跡名を北後田遺跡と

し、回場整備事業に先立って延面積約 5000ピ を対象として発掘調査を行い、記録に留め永く後

世に伝えることとした。

発掘調査は、平成元年 6月末より開始し、約 5カ月間行った。引き続き、遺物等の整理作業を

行い、報告書作成までの作業が完了したのは、平成 2年 3月 であった。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

北後田遺跡は、山梨県韮崎市藤井町坂井字後田地内に所在した。昭和63年度に調査された後田

遺跡と関連し、その北側に遺跡が立地することにより北後田を遺跡名とした。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を買流する釜剣 II。

塩川により、地形的にほぼ山地・台地・平地の三地域に分けられる。塩川右岸の氾濫原は、塩川

の侵食によって造られた茅ケ岳山麓の断崖と、七里岩台地東側の片山とに狭まれた低地性の平地

となっている。この平地は通称藤井平と呼ばれ、地内を貫流する黒沢川・藤井堰により水利がよ

く、肥沃で豊かな水田地帯が広がっている。また、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒丼、

坂井、中條、下條、韮崎等ノ数村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云」と記載があり、古くから穀倉地帯

であったことが窮える。当該地帯は一見平坦地の様相を呈してはいるが、地形を観察してみると、

度重なる氾濫によって自然堤防状の微高地が所々に発達していることがわかる。藤井平は、この

ような微高上に遺跡が点在しており、北後田遺跡は標高約 386mの水田下に発見された。

2 周辺の遺跡

番号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

① 北 後 田 遺 跡 縄文・奈良 。平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

② 後 田 遺 跡 縄文・古墳・奈良 。平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査

③ 中 本 田 遺 跡 縄文 昭和61年度韮崎市教育委員会調査

④ 堂 の 前 遺 跡 弥生 。奈良 。平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

一
-1-一



と、＼
,゛注

駕
第 1図 耳ヒ後田遺跡①と周辺遺跡  (1:50,000)

-2-

1注



・i

,,

第 2図 Jヒ後田遺跡位置図  (1:3,000)



番号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

⑤ 金 山 遺 跡 中世～近世 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

⑥ 中 道 遺 跡 縄文晩期・平安 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

⑦ 下 木 戸 遺 跡 鞍

③ 中田小学校遺跡 縄文 。弥生・奈良 。平安 昭和59年度 韮崎市教育委員会調査

③ 駒 井 遺 跡 平安
昭和開年度       ・
山梨県埋蔵文化財センター調査

⑩ 宮 ノ 前 遺 跡 縄文・平安

⑪ 坂 井 遺 跡 縄文前期～晩期 志村滝蔵『坂井』地方書院 昭和40年

⑫ 坂 井 南 遺 跡 古墳前期・平安
昭和60年度
韮崎市教育委員会第3次調査

⑬ 天 神 前 遺 跡 縄文

⑭ 前 田 遺 跡 鞍 昭和62年度 韮崎市教育委員会調査

⑮ 北 下 条 遺 跡 弥生 。平安 昭和57年度 韮崎市教育委員会調査

⑩ 新 府 城 跡 中世城郭 国ヤ旨定史跡

⑦ 女 夫 石 遺 跡 縄文

① 武田信義館跡 中世

⑩ 久保屋敷遺跡 古墳前期 昭和58年度
山梨県埋蔵文化財センター調査

Ⅲ 遺跡の地相概観

北後田遺跡は、藤井小学校から250～300m程北側の、日当りの良い微高地で、北東側に集落

が形成されている。遺跡の南側は、昭和63年度に発掘調査された後田遺跡があったところで、現

在は圃場整備された水田となっている。西側は緩やかに傾斜し低地となっている。調査区域A区

において土層を観察すると、上位から下位に耕作土・水田床土・暗褐色上～黒褐色土・嗜黄褐色

上の順に堆積がみられる。遺構は暗褐色土層ないし暗黄褐色土層中に掘り込まれていた。

Ⅳ 調査の方法

昭和63年度調査の後田遺跡と、平成元年度調査の宮ノ前遺跡とのかかわりを考慮して、調査区

域を、便宜上A区・ B区に分けて調査を行った。表土を排除した後、国土座標に合わせ、A区は

-4-
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5m四方の方眼B区は10m四方の方眼を設定。A区は南から北へA～N、 西から東へ 0～11と番

号をつけ、B区は省略した。鋤簾等により精査を行い、遺構確認の後、掘り下げを行った。遺物

は出るが遺構の確認困難な箇所はグリットの掘り下げを行い調査を実施した。

調査の結果発見された遺構は、縄文時代中期の竪穴住居址15軒・前期の上抗 1基、奈良・平安

時代の竪穴住居址66軒、掘立柱建物址 4棟・井戸跡 1基・土坑 2基、その他濤・ ピット群などと

なっている。以下、時代を追って遺構についてみていこう。なお、紙幅の都合により、B区の竪

穴住居址は35軒のみの報告で、薄状遺構も取り上げていない。

1 縄文時代

<A区 3号住居址> (第 6図 )

調査区域西部C-3域に位置する。グリッド掘り下げに際して床面及び炉石を検出した住居址
と確認する。平面形はほぼ円形を呈する。規模は直径約4.3mを測る。壁高は高いところで 15cm

前後を測る。壁はやや外傾し立ち上がる。薯装耕作のトレンチャーによる攪乱が著しい。床面は

ほぼ平坦。柱穴は確認されなかった。炉は住居址中心部から】ヒ西によったところにあり、規模は

約70cm四方と思われる。内部に深鉢の破片を敷く石囲い炉であるが、北及び南の炉石が抜かれて

おり、東から西に潰されているようである。

<A区 4号住居址> (第 6図 )

調査区域西部B-2・ 3域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を発見、暮預耕作のト

レンチャーによる攪乱が著しいが、さらに床面を検出し住居址として調査する。平面形はほぼ円

形を呈する。規模は直径約4.2mを測る。壁高は高いところで5 cm前後を測る。壁はやや外傾し

立ち上がるが、削平は著しくあまり明瞭ではなかった。床面はほぼ平坦。柱穴は確認されなかっ

た。南隅に石が残るのみであるが、炉はほぼ70cm四方の石囲い炉であったと思われる。

<A区 5号住居址> (第 6図 )

調査区域西南端A-2域に位置する。グリッド掘り下げに際して暗褐色の落ち込みと炉石を発

見、さらに床面を検出し住居址として調査する。平面形は不整円形を呈する。規模は東西約4.1

m、 南北約4,4mを測る。壁高は高いところで約40cmを測る。壁はやや外傾して立ち上がる。床

面はほぼ平坦。穴は6箇所、床面からめ深さは25clll前後を測る。炉は東西約80cm、 南北約90clll、

床面からの深さ約20clllの石囲い炉で、住居址内北よりに構築される。炉北側には偏平な石がおか

れていた。埋甕は南側壁際にあり、工位に置かれ胴部下半を欠損、近くに偏平な石がある。

<A区 6号住居址> (第 6図 )

調査区域西端C-1域に位置する。薯叢耕作のトレンチャーによる攪乱が著しいが、グリッド

掘り下げに際して炉石を発見、さらに床面を検出し住居址として調査する。平面形はほぼ円形を

構V

-3-



呈する。規模は直径約4.5mを測る。壁高は高いところで約15cmを 測る。壁はやや外傾して立ち

上がる。床面はほぼ平坦。柱跡らしき穴は10箇所、床面からの深さは30cm前後を測る。炉は西と

南の炉石が抜かれているが、 lm四方の石囲い炉で、床面からの深さ約20cmで、住居址内北より

に構築される。炉東側に敷いたように土器片が出上した。

<A区 8号住居址> (第 7図 )

調査区域西部A-3域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を検出し住居址と確認する。

平面形はほぼ円形を呈する。東側は道のため調査及ばず。規模は直径約5mを測る。壁高は高い

ところで15clll前後を測る。壁はやや外傾し立ち上がる。床面はほぼ平坦。柱跡らしき穴は8箇所

確認され、床面からの深さは16clll～ 32cmを測る。炉は住居址中心部からやや北よりにあり、規模

は約70cm四方と思われる。内部に深鉢の破片を敷く石囲い炉であるが、東及び南の炉石が抜かれ

ていた。

<A区 9号住居址> (第 7図 )

調査区域西南部B-1・ 2域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を発見、薯叢耕作の

トレンチャーによる攪乱が著しいが、さらに柱穴を検出し住居址とする。平面形はほぼ円形を呈

する。規模は直径約 4mを測る。壁高は高いところで20cm前後を測る。壁は外傾し立ち上がる。

床面は明瞭ではなかった。柱穴は6箇所確認され、床面からの深さ25cn前後を測る5石が2個あ

るのみでその形態は解らないが、住居址北よりに石囲い炉が構築されていたと思われる。

<A区 10号住居址> (第 7図 )

調査区域西南端A-1域に位置する。5号住居址掘り下げに際して、西壁断面に石と土器を確

認、さらに床面を検出した。平面形は不整円形を呈すると思われる。規模は南北約 4.lmを測る。

東半分は5号住居址に切られ遺存していない。壁高は高いところで約 25cmを測る。壁はやや外

傾して立ち上がる。床面は堅く踏み締めた面があまりはっきりしなかったが、ほぼ平坦。柱穴は

検出されなかった。炉は住居址内北よりに構築され南北約 lm強を測り、石で囲んだ中に土器が

据えてあった。

<A区 11号佳居址> (第 3図 )

調査区域西端D-0・ A-0域に位置する。耕作などによる削平が著しい。グリッド掘り下げ

に際して炉石を発見し、住居址として調査する。平面形はほぼ円形を呈すると思われる。規模は

推定で南北約 4.3mの大きさであろう。炉石が僅かに残るのみである。

<A区 12号住居址> (第 3図 )

調査区域西部E-1域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を検出し住居址とする。平

面形はほぼ円形を呈すると思われる。規模は直径 4.2mを測る。壁高は高いところで15cm前後を

測る。壁はやや外傾し立ち上がる。床面はほぼ平坦。炉石が僅かに残るのみである。

<A区 13号住居址> (第 3図 )

調査区域南部A-5域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を発見、さらに床面の検出
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作業を行い住居址とする。平面形は不整円形を呈する。西側は道のため調査及ばず。規模は直径

約 4mを測る。'壁高は25clll前後を測る。壁は外傾し立ち上がる。床面は明瞭ではなかった。柱穴

は3箇所確認され、床面からの深さ30cm前後を測る。炉は住居址北よりに石を囲んで構築される。

規模は一辺 65cm位の方形を呈し、底に土器片が敷いてあった。なお、本址南側には、住居址を

こわした状態で縄文時代後期の深鉢が出上した。

<A区 14号住居址> (第 3図 )

調査区域南端A-6域南側グリッドに位置する。グリッド掘り下げに際して炉を確認して、住

居址とする。西側は道のため調査及ばず、南側は授乱。平面形は不整円形を呈すると思われる。

規模は南北約4.lmを測る。壁高は高いところで約 18clllを測る。壁はやや外傾して立ち上がる。

床面は、明瞭ではなかづた。柱穴らしきものは5箇所検出され、床面からの深さ約20cm～40cm

を測る。炉は住居址内北よりに構築され、西及び南の石が抜かれているが、約 80cm四方の規模

をもっていたと思われる。東側に東西約 1.4m、 南北約 1.2m、 床面からの深さ約 55cmの不整糖

円形の上坑が確認された。

<A区 15号住居址> (第 9図 )

調査区域西端A-1域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を検出し住居址と確認サる。

平面形はほぼ円形を呈する。西側は溝により損乱されている。規模は南北約4.2mを測る。壁高

は高いところで約 40cmを測る。壁はやや外傾し立ち上がる。床面はほぼ平坦。柱跡らしき穴は

4箇所確認され、床面からの深さは21cm～ 29cmを測る。炉は住居址中心部から北よりにあり、

約 1。 lm四方に石を囲い作られている。

<A区 19号住居址> (第 9図 )

調査区域中央部C-5・ D-5域に位置する。グリッド掘り下げに際して炉石を発見、さらに

柱穴を検出し住居址とする。平面形はほぼ円形を呈する。規模は直径約4.3mを測る。壁高は高

いところで 10cm前後を測る。壁は外傾し立ち上がる。床面は明瞭ではなかった。柱穴は7箇所

確認され、床面からめ深さ34cm～ 45clllを測ると炉は住居址内北よりにあり、西半分の石が見ら

れないが、約90cm四方の石囲い炉であろう。埋甕は南壁際にあり、日縁部及び底部を欠損し正

位に置かれ中に拳大の石がみられた。なお本住居址東側には、逆位の埋甕が検出されたが、削平

等により消滅してしまったこの埋甕を伴う新しい時期の住居址があったのだろう。

<A区 20号住居址> (第 9図 )

調査区域中央部C-6域に位置する。グリッド掘り下げに際して暗褐色のおちこみと炉石を発

見、さらに柱穴を検出し住居址とする。南側は濤により切られているが、平面形は不整の糖円形

を呈すると思われる。規模は直径約 4m強を測る。壁高は高いところで30cm弱を測る。壁は外

傾し立ち上がる。床面は明瞭ではなかった。柱穴は6箇所確認され、床面からの深さ39cm～55

cmを測る。炉は住居址内ほぼ中央にあり、約 1.lm四方に大型の偏平な石を囲い、内側に土器片

を敷き詰めて構築されている。炉から南側にかけては、敷いたように平均拳大の河原石が多く置

かれていた。
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<A区 21号住居址> (第 9図 )

調査区域中央D-5・ 6域に位置する。グリッド掘り下げに際して土器を確認し、炉をさがし

床面を検出して住居址とする。平面形は不整円形を呈する。規模は東西約 3.3m、 南北約 3.5mを

測る。壁高は35clll前後を測る。炉は住居址中心部から若千北にあり、径約 lm前後の円形に石

を並べ囲い作られている。南側に石は見られなかった。

<B区 1号上坑> (第 9図 )

調査区域西側中央に位置する。試掘用濤を発掘したところ、暗黄褐色上のなかに暗褐色の落ち

込みを発見し掘り下げる。平面形は精円形を呈する。東西約 1.2m、 南北約 1.4mを測る。確認面

からの深さは、20clll前後を測る。

2 奈良・平安時代

<A区 1号住居址> (第 10図 )

調査区域中央西側F-2域に位置する。排土作業に際して焼土及び床面が確認された住居址で

ある。耕作等の影響により削平が著しく、遺存状態は悪く、壁はほとんど確認されなかった。規

模は東西約 2.7m、 南北約2.5mで、平面形はほぼ方形を呈する。床面は比較的平坦で堅緻である。

柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東側に構築されていたと思われるが、削平により焼上が確

認できるのみであった。

<A区 2号住居址> (第 10図 )

調査区域西側D-1域に位置する。暗褐負キ中に暗黄褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平

面形態はほぼ方形を呈し、規模は東西約 3.5m、 南北約 3.4mを測る。壁は良好な立ち上がりをみ

せ、高さは30om前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、幅広の周薄がめぐる。カマ

ドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さ80cln、 幅 70cmで、石は用いられていない。

<A区 7号住居址> (第 10図 )

調査区域西端A-0域、11号住居址の北側に位置する。暗褐色土中に暗黄褐色の落ち込みを発

見し掘り下げる。平面形態はほぼ方形を呈し、規模は一辺約 3.2～3.5mを測る。削平が著しいが、

壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は15cm弱を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周

濤がめぐる。カマドは東壁南半部に構築されていたとおもわれるが、削平により焼上が確認でき

るのみであった。

<A区 16号住居址> (第 11図 )

調査区域北側H-5・ 6、 I-5・ 6域に位置する。暗褐色十中に暗黄褐色の落ち込みを発見

し掘り下げる。平面形態はほぼ正方形を呈するが、東西約 3.6m、 南北約 3.5mを測る。壁は外傾

しながら立ち上がり、壁高は25cm前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめ

ぐる。カマドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さ80cm、 幅 80cmで、石を用い作られて

いる。内部に甕を支える支脚の石が残っていた。
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<A区 17号住居址> (第 11図 )

調査区域中央東側D-7、 E-7域に位置する。黒褐色+中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り

下げる。規模は東西約 3.3m、 南北約 3.2mで、平面形は隅円方形を呈する。床面は比較的平坦で

堅級である。柱穴かどうか詳らかではないが、住居址中央付近に直径20cm前後床面からの深さ

約 52cmの穴がある。周濤がめぐる。カマドは東壁南半部に構築され、規模は長さ約 1.2m、 幅約

90clllで、遺存状態は悪いが、石を用い作られていたであろう。

<A区 18号住居址> (第 11図 )

調査区域中央東側E-7・ 8域に位置する。黒褐色止中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げ

る。平面形態はほぼ隅円長方形を呈し、規模は東西約 4.6m、 南北約 4.lmを測る。壁は良好な立

ち生がりをみせ、高さは30cm前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。

カマドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さlm、 幅 90cnで、石を用い作られる。

<B区 1号住居址> (第 12図 )

調査区域中央東端、33号住居址の南側に位置する。暗褐色土中に暗黄褐色の落ち込みを発見し

掘り下げる。平面形態は隅円長方形を呈し、規模は東西約 3,8m、 南北約 3.4mを測る。壁は外傾

しながら立ち上がり、壁高1ま 30clll弱を測る。南東側は2号住居址に切られ遺存していない。床

面は堅く平坦である。柱穴・周濤はない。カマドは北壁東よりに構築されている。規模は長さ約

85cm、 幅約 75clllを測り、石を用いず上で作られていたと思われる。

<B区 2号住居址> (第 12図 )

調査区域中央東端に位置し、1号住居址を切っている。暗褐角+中に暗黄褐色の落ち込みを発

見し掘り下げる。平面形態はほぼ正方形を呈するが、東西約 2.7m、 南北約 2.6mを測る。壁は外

傾しながら立ち上がり、壁高は25clll前後を測る。1号住居址と重複する部分は壁が明瞭ではな

かった。床面は堅く平坦である。柱穴・周滞はないЬカマドは東壁南半部に構築され、規模はお

よそ長さ 1.3m、 幅 lmで、石を用い作られている。

<B区 3号住居址> (第 12図労

調査区域中央南側に位置する。暗褐色+中に暗黄褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形

態は隅円正方形を呈し、規模は一辺約 2.9mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は40cm

弱を測る。南東側過半は10号住居址に切られ僅かな壁の立ち上がりのみ遺存。床面は堅く平坦で

ある。柱穴・周濤はない。カマドは10号住居址により壊されてしまったものと考えられる。

<B区 4号住居址> (第 12図 )

調査区域中央、11号住居址南側に位置する。1号住居址を切っている。暗黄褐色土中に暗褐色

の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形態はほぼ正方形を呈し、下辺約 2.5mを測る。壁は外傾

しながら立ち上がり、壁高は15all前後を測る。南辺は13号住居址と重複する。床面は堅く平坦

である。柱穴・周濤はない。カマドは東壁南半部に構築され、規模は長さ約 1.lm、 幅約 90cmで、

石を用い作られている。
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<B区 5号住居址> (第 13図 )

調査区域中央南端に位置する。黒褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形態

は長方形を呈し、規模は東西約 3.8m、 南北約 3.3mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁高

は25cm前後を測る。南西側は6号住居址と重複しており明瞭ではなかった。床面は堅 く平坦で

ある。柱穴・周濤はない。カマドは東壁やや北よりに構築されている。規模は長さ約 1.3m、 幅

約 80cnを測り、石を組んで作られる。

<B区 6号住居址> (第 13図 )

調査区域中央南端に位置する。黒褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形態

はやや胴部の膨らんだ長方形を呈する。規模は東西約 4.3m、 南北約 4.3mを測る。壁は外傾しな

がら立ち上がり、壁高は40cm前後を測る。北東側隅過半は5号住居址に切 られ壁の遺存は僅か

であった。床面は堅く平坦であるが、カマド西側には 3カ所のくばみがある。柱穴はなく、周濤

は西～南～東にかけて掘られている。カマドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さ 1,lm、

幅 1.lmで、石を用い作られている。

<B区 7号住居址> (第 13図 )

調査区域中央北側に位置する。排土作業に際して床面を検出し住居址とする。平面形態は長方

形を呈し、規模は東西約 2.5m、 南北約 3mを測る。削平が著しく、遺存状態は悪 く、壁はほと

んど確認されなかった。床面は比較的平坦で堅緻である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは

東側に構築されていたと思われる。

<B区 8号住居址> (第 14図 )

調査区域中央、 7号住居址南側に位置する。暗褐色土中に焼上を確認し、住居址のカマドと推

定して竪穴の落ち込みを精査し掘り下げる。平面形態はほぼ正方形を呈し、一辺約 3.3mを測る。

壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は 10cm前後を測る。南辺は9号住居址と重複 し、明瞭では

なかった。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁南よりに長さ約90

cm、 幅約 80cmの規模で構築され、石を用い作られたと思われる。削平が著 しくカマ ドは壊され

ていた。カマドにつかわれたと思われるレンガ状の脆いブロックが出土している。

<B区 9号住居址> (第 14図 )

調査区域中央に位置する。暗褐色土中に焼土を確認し、住居址のカマドと推定して竪穴の落ち

込みを精査し掘り下げる。平面形態はほぼ正方形を呈するが、東西約 3.2m、 南北約 3.lmを測る。

壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は20cn前後を測る。北辺は8号住居址と重複 し、明瞭では

なかった。床面は平坦であるが、本址は16号住居址を切って構築されており、西過半の床面は堅

い面が明瞭に把握できなかった。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁中央に長さ約 1.3m、

幅約 1.lmの規模で構築される。

<B区 10号住居址> (第 14図 )

調査区域中央南側に位置する。暗褐色土中に暗黄褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形
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態は不整の方形を呈し、規模は東西約 2.4m、 南北約 2.6mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、

壁高は35cm前後を測る。北西側過半は 3号住居址と重複しており、あまり明瞭ではなかった。

床面は堅〈平坦である。柱穴・周濤はない。カマドは東壁中央に構築されるが、濤等の損乱を受

け遺存状態は悪かった。

<B区 11号住居址> (第 14図 )

調査区域中央北よりに位置する。暗黄褐色土中に増褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面

形態は長方形を呈し、規模は東西約 3.9m、 南北約 33mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、

壁高は20cm前後を測る。南西隅は 17号住居址と接している。床面は堅く平坦である。柱穴はな

く、周濤がめぐる。カマドは北壁やや西側に構築されている。規模は長さ約 lm、 幅約 80cmを

測り、石を用い作られる。

<B区 12号住居址> (第 15図 )

調査区域中央南端に位置する。 5号住居址・ 6号住居址内に埋没して発見された。平面形態は

隅円長方形を呈する。規模東西約 1,9m、 南北約 2.9mを測る小型の住居址である。壁は外傾しな

がら立ち上がり、壁高は5・ 6号住居址の床面まで 30cm前後を測る。床面は堅く平坦であるが、

カマド周辺には5カ所のくばみがある。柱穴・周濤はない。カマドは東壁中央部に構築され、規

模はおよそ長さ 1.lm、 幅 70cmで、袖に石を用い作られている。

<B区 13号住居址> (第 15図 )

調査区域中央に位置する。排土作業に際してカマドを検出し住居址とする。北辺は4号住居址

と重複しており明瞭ではない。平面形態は長方形を呈すると思われ、規模は東西約 2.5m、 遺存

部分で南北約 2.9mを測る。削平により遺存状態は悪く、壁は高いところで約 15cmを測る。床面

は比較的平坦である。柱穴・周濤はない。カマドは東壁に石を用い構築。

<B区 14号住居址> (第 15図 )

調査区域中央、13号住居址南側に位置する。暗褐色土中に焼土と石を確認し、住居址のカマド

と推定して竪穴の落ち込みを精査し掘り下げる。西過半が18号住居址に切られているようである。

平面形態はほぼ正方形を呈すると思われ、一辺約 4mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁

高は 10cm～25cm前後を測る。北東隅は 13・ 23号住居址と重複。床面は平坦である。柱穴・ 周濤

はない。カマドは東壁北よりに長さ約 90cm、 幅約 60cmの規模で構築され、石を用い作られる。

<B区 15号住居址> (第 16図 )

調査区域中央南側に位置する。暗黄褐色十中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形

態はやや隅円の方形を呈する。規模は一辺約 3.5mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁高

は 10cm～25cm前後を測る。南東側は22号住居址を切って構築される。床面は平坦である。柱穴

はなく、周滞がめぐる。カマドは東壁南半部に構築される。石はあまり用いられておらず、規模

は長さ約 1.lm、 幅約 1.lmを測る。煙道部分に 22号住居址のカマド袖石がみられる。
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<B区 16号住居址> (第 16図 )

調査区域中央に位置する。 9・ 13・ 23号住居址などに切られており、 9号住居址掘り下げに際

して確認された。平面形態は不整の長方形を呈し、規模は東西約 3.3m、 南北約 3.7mを測る。壁

は外傾しながら立ち上がり、壁高は 15cm～40cm前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はな

い。全体にはめぐらないが、周濤がある。東壁中央部分に接して焼土が確認された。カマドがそ

こにあったことを示すものであろう。

<B区 17号住居址> (第 16図 )

調査区域中央北よりに位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面

形態は長方形を呈し、規模は東西約 3m、 南北約 3.6mを測る。壁は外傾 しながら立ち上がる。

削平によるものか浅い竪穴となっており、壁高は 5 cm～15cm前後を測る。北東隅は11号住居址と

接している。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは検出されなかったが、

住居址中央部から北側のところに焼上がみられた。

<B区 18号住居址> (第 16図 )

調査区域中央に位置する。14号住居址掘り下げに際してカマドを検出し、竪穴の落ち込みを精

査し掘り下げる。平面形態は不整の長方形を呈する。規模は東西 3m前後、南北 3.3m前後を測

る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は 15cm前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はな

く、周濤がめぐる。カマドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さ 1.lm、 幅 65cmで、袖に

石を用い作られている。

<B区 19号住居址> (第 17図 )

調査区域中央北よりに位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。西辺

は24号住居址と重複しており明瞭ではない。北側は21号住居址に切 られているようである。平

面形態は長方形を呈すると思われ、規模は東西 3.8m前後、南北 3.2m前後であろう。削平により

遺存状態は悪く、壁は高いところで約 23cmを測る。床面は比較的平坦である。柱穴・周濤はな

い。カマドはみあたらない。

<B区 20号住居址> (第 17図 )

調査区域南側、24号住居址の西側に位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り

下げる。平面形態はほば長方形を呈する。規模は東西約 2.9m、 南北約 2.6mを測る。壁は外傾 し

ながら立ち上がり、壁高は25cm～35cm前後を測る。床面は平坦である。柱穴・周薄はない。カ

マドは南東壁隅に長さ約 70cm、 幅約 60cmの規模で構築され、石がみられた。

<B区 21号住居址> (第 17図 )

調査区域中央北西端に位置する。排土作業に際してカマドを検出し住居址とする。竪穴の落ち

込みを精査して掘り下げる。平面形態はやや隅円の長方形を呈する。規模は東西 5,lm前後、南

北 4.5m前後を測り、比較的大型の住居址である。壁は外壁しながら立ち上がり、壁高は高いと

ころで 33cmを測る。南辺は 19号住居址を切って構築される。床面は平坦である。柱穴・周濤は
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カマドは東壁中央南よりに構築される。石を用いて作られており、規模は長さ約 1.5m、 幅約 1

mを測る。床面検出に際してひとまわり小型の住居llLが下に埋没していることが半1明。33号住居

址とする。
イ
本址北側は住居址の重複が激しい。

<B区 22号住居址> (第 18図 )

調査区域中央、17号住居址南側に位置する。15・ 18号住居l■などに切られており遺存状態は悪

い。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを確認し、15・ 18号住居址掘り下げに際して検出された。

平面形態は隅円長方形を呈し、規模は長辺約 3.4m、 短辺約 3.lmを測る。壁は外傾しながら立ち

上がり、壁高は25cm前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴はない。全体にはめぐらないが、

周濤がある。北壁中央にカマドが構築されていたと思われるが、15号住居址に切られ袖石が一個

残っていた。東側にくばみがある。

<B区 23号住居址> (第 18図 )

調査区域中央に位置する。16号住居址掘り下げに際して西壁に焼上を検出し住居址として拡張

する。平面形態は隅円長方形を呈すると思われる。規模は推定で東西約 3m、 南北約 2.7mを測

る。他住居址との重複が著しいが、壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は 15cn前後を測る。床

面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁側に作られていたであろう。

<B区 24号住居址> (第 18図 )

調査区域北側に位置する。19号住居址掘り下げに際して遺構の存在を確認。住居址として掘り

下げる。平面形態は隅円長方形を呈する。規模は長辺 3.3m前後、短辺 3m前後を測る。壁は外

傾しながら立ち上がり、壁高は15cm～25cm前後を測る。東壁は 19号住居址に切 られ遺存してい

ない。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁中央部に構築された跡

がみられる。

<B区 25号住居址> (第 18図 )

調査区域中央南よりに位置する。暗黄褐色土中に焼上を確認し、住居址のカマドとし竪穴の落

ち込みを精査して掘り下げる。北狽1は 14・ 18号住居址に切られ、北辺東半部は23号住居址と重

複しており明瞭ではなかった。平面形態は隅円長方形を呈し、規模は東西 3m前後、南北 3.4m

前後となる。重複等により遺存状態は悪いが、壁は高いところで約 30cmを測る。床面は比較的

平坦である。柱穴はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁南よりに構築され、長さ約85cm、 幅約70

cmの規模で石を用いてある。

<B区 26号住居址> (第 19図 )

調査区域西側に位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形態は

ほぼ隅円長方形を呈する。規模は長辺 35m前後、短辺 3m前後を測る。壁は外傾しながら立ち

上がり、壁高は 30cm～ 40cm前後を測り比較的深い竪穴となっている。床面は平坦である。柱穴

はなく、周濤がめぐる。カマドは東壁南半部に構築され、規模は長さ約 90cm、 幅約 70cmを測り、

石が用いてある。   
｀
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<B区 27号住居址> (第 19図 )

調査区域西域南側に位置する。任意に設定された補助的試掘濤を掘り下げた際に、カマド及び

床面を確認して住居址とする。平面形態は隅円長方形を呈する。規模は長辺 3m強、短辺 2,7m

前後を測る。壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は40cm前後を測る。北側は31号住居址と重複

しており明瞭ではなかった。床面は堅く平坦である。柱穴はなく、周溝がめぐる。カマドは東壁

南半部に構築され、規模は長さ約 1。 lm、 幅約 90cmを測る。

<B区 り号佳居l■y (第 19図 )

調査区域西域中央に位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。南側は

28号住居址を切っている。平面形態は隅円長方形を呈し、規模は東西 3m前後、南北 3,4m前後

を測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁は高いところで約 45cmを測る。床面は比較的平坦で

ある。柱穴・周濤はない。カマドは東壁南よりに構築され、長さ約 lm、 幅約 75cmの規模で石

を用いてある。

<B区 23号佳居址> (第 19図 )

調査区域西域中央に位置する。暗黄褐缶十中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。北側は

燭号住居址、南側は31号住居址に切られ遺存状態は悪い。平面形態は隅円方形を呈すると思われ

る。規模は東西約 3.6弾、南北約 3.5mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、壁高は高いところ

で約 40cmを測る。床面は平坦である。柱穴・周濤はない。カマドは遺存していなかった。

<B区 30号住居址> (第 20図 )

調査区域中央南側に位置する。任意に設定された補助的試掘濤を掘り下げた際に、カマドを確

認して住居址とする。竪穴の落ち込みを精査して掘り下げる。北側は25号住居址と重複してい

る。平面形態はほぼ正方形を呈する。規模は一辺約 3.6mを測る。床面は平坦。柱穴はないが、

周濤がめぐる。カマドは東壁南側に構築される。規模は長さ約 lm、 幅約 70cmを測り、石を用

いて作られている。

<B区 31号住居址> (第 20図 )

調査区域西域南側に位置する。27号住居址掘り下げに際して、住居址の重複を確認。またカマ

ドを検出し竪穴の落ち込みを精査し掘り下げる。北側は28号住居址を切っているが、明瞭では

なかった。平面形態はほぼ正方形を呈する。規模は東西約 3.lm、 南北約 3mを測る。壁は外傾

しながら立ち上がる。壁高は35cm前後を測る。南側は 27号住居址と重複しており明瞭ではなかっ

た。床面は堅く平坦である。柱穴・周溝はない。カマドは東壁南半部に石を用い構築され、規模

は長さ約 90clll、 幅約 80clllを測る。

<B区 32号住居址> (第 20図 )

調査区域中央北辺に位置する。暗黄褐缶十中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。北側過

半は他の住居址と重複し切られている。平面形態は隅円長方形を呈すると思われる。規模は東西

約 3.lm、 南北推定 3.8m前後を測る。削平等により浅い竪穴となっているが、壁は高いところで
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約 10clllを測り、外傾しながら立ち上がる。床面は比較的平坦である。柱穴はなく、周濤はある。

カマドは東壁南側に構築されていたと思われる。

<B区 33号住居址> (第 17図 )

調査区域中央西端に位置する。21号住居址調査に際して下に遺構が確認され、33号住居址とし

て掘り下げる。21号住居址に切られ遺存状態は悪い。平面形態は隅円長方形を呈する。規模は東

西約 4.2m、 南北約 3.6mを測る。壁は外傾しながら立ち上がり、21号住居址床面までの壁高は約

10cmを測る。床面は平坦である。柱穴・周濤はない。カマドは東壁南よりに構築されていたと思

われる。

<B区 34号住居址> (第 21図)          フ

調査区域中央東端に位置する。暗黄褐色土中に暗褐色の落ち込みを発見し掘り下げる。平面形

態は方形を呈する。規模は東西約 5m、 南北約 5,2mを測る。床面は平坦。柱穴・周濤はない。

カマドはない。

<B区 35号住居址> (第 21図 )

調査区域中央南端に位置する。任意に設定された補助的試嗣濤を掘り下げた際に、暗褐負キの

落ち込みを確認して住居址とする。北東側過半は30号住居址に切られ遺存していない。平面形

態は隅円長方形を呈する。規模は東西約 5。 3m、 南北約 4.2mを測る。床面は平坦。柱穴はないが、

周濤はある。カマドは遺存していない。

<B区 2号土坑> (第 20図 )

調査区域中央南側に位置する。東西約 1.6m、 南北約 1.5mの不正糖円形で、深さ45cm前後を

測る。

<A区 1号掘立柱建協址> (第 22図 )

調査区域北側F-6・ G-6域に位置する。東西に長い2間×2間の建物址。柱の直径は26

cn前後で、柱間は東側北 179cm東側南 153cn、 西側北 174clll西側南 172clll、 北側東 206cm北側西 20

6cm、 南側東 204cm南側西 216cmを測る。柱穴の掘り方は隅円方形を呈する。

<A区 2号掘立柱建物址> (第 22図) ‐

調査区域中央東側E-7域に位置する。ほぼ正方形を呈する2間×2間の総柱建物址。柱の直

径は26cnl前後で、柱間は 185clll～ 225cm。 南側は17・ 18号住居址にきられ明瞭ではなかった。柱

穴の掘り方は隅円方形を呈する。本址は建て替えられたらしく、各柱穴は南側に古い柱穴を切っ

ていた。

<A区 3号掘立柱建物址> (第 23図 )

調査区域北側H-6域に位置する。東西に長い2間 ×2間の建物址。柱の直径は26clll前後で、

柱間は東側北 140clll東側南 140cm、 西側北 140clll西側南 154cm、 北側東 180cm北側西 170cm、 南側

東 170cm南側西 180cmを測る。柱穴の掘り方は方形を呈する。本址北側には別に方形掘り方の穴

が続いて検出された。16号住居址及び濤により攪乱を受けているがヽ掘立柱建物址となるか ?ま
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た本址内側には掘り方を切って土坑が検出された。

<A区 4号掘立柱建物址> (第 22図 )

調査区域北側F-6・ G-6域に位置する。1号掘立柱建物址の内側に検出。方形の掘り方を

呈する柱穴で、建物の規模は不明であるが南側に広がると思われる。

<A区ピット群I> (第 23図 )

調査区域南東側B-9・ 10・ 11、 C-9・ 10・ 11域に位置する。直径約 16clll～50clllの ビット

が集中して発見されたが、掘立柱建物址のように規則的には並ばない。

<A区ピット群Ⅱ> (第 23図 )

調査区域中央東側D-7・ 3・ 9・ 10域に位置する。直径約 20clll～55cmの ビットが集中して

発見されたが、掘立柱建物址のように規則的には並ばない。

<A区井戸跡> (第 24図 )

調査区域東端F-9域に位置する。一辺約 lm四方で、確認面からの深さ約 l m15cmを測る。
底には拳大の石が多く見られ、その下に鉄分の沈着した砂層が形成されていた。朽ちて残存して

いないが、四隅に柱を立て壁に板を用いたと思われる。掘り方 (図中の破線部分)は直径 2～2.2

mの不整円形で、井戸の枠よりも一回り大きい。

第 24図 A区井戸跡  (1/40)
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遺Ⅵ

調査の結果出土した遺物は、縄文時代前期 。中期・後期、奈良・平安時代にわたっている。以

下に遺構に伴って出土した遺物を中心に紹介し、一覧表でみていこう。

1 縄文時代

発掘された15軒の竪穴住居址・ 1基の土坑の内、A区 4・ 11012号住居址出土の遺物には器

形の復元出来るものがなかったのでここでは省略した。

<A区 3号住居址出土遺物> (第 25図)                 (単 位 ε2)

<A区 5号住居址出土遺物> (第25図 )
(単位 勁)

6は磨製石斧。 7は磨製の石斧状の小型石器。 8は何力所かの浅いくばみを有する石器。 9

は片面に大きなくばみ、その裏面に蜂の巣状の浅いくばみがある石器。

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
く 整形・特徴 。その他

器高 。日径・底径

l
縄 文
土 器

深鉢 恋阜と蕃渉
茶褐色
黄茶褐色

縄文を地文とし、沈線・隆線により
渦巻文・区画文を施す

破片

2 縄 文
土 器

深鉢 1と同一個体であろう

3
縄 文
土 器

小型
深鉢

― ,14.6,  一
白色砂粒を
含む

灰茶掲色
懸
あ
残

ヽ
て
％

り
し
ぐ
施
め
が
し
文
行
縄
蛇
を
で
間
も
の
ひ
そ
土
る
粘
い
に
て
部
し
胴
垂
る

4 縄 文
土 器

器台 ― ,24.0,  ―
粗い白色砂
粒を多く含
む

暗茶褐色
脚部に穴あき

破片

番号 種 類 器形
法 三

皇
胎  土

色  調
(界露)

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1
縄 文
土 器

深鉢 ― ,26,0,  一
白色砂粒を
含む

灰茶褐色
暗茶褐色

胴部降帯で区割され、うず巻と蛇行
懸乗文が見られ、その間に綾杉文が
見られる       口縁部破片

2 縄 文
土 器 深鉢

白色砂粒を
含む

茶褐色一部
黒変
黒褐色

口縁部、 2本の沈線が横走し胴部に
2本の沈線の懸垂文で区割されその
間に、ハの字状刺突文あり
離l台部に円孔 (穿つ)    1/3残

3
縄 文
土 器

深鉢 ― . -  82 白色砂粒を
含む

淡茶褐色
橙灰褐色

胴部、降帯で区害1さ れ、その間に刺
突文が施されている

   底部破片

4
縄 文
土 器

深鉢 砂粒を含む
一部黒変
赤褐色

1同部に縦刷毛目
口縁部～】同部破片

5
縄 文
土 器

深鉢 砂粒を含む
黒灰褐色
灰黄褐色

胴部うず巻文、その間に刺突文あり
頸部に2個の把手

2/3残

―-38-―



<A区 6号住居址出土遺物> (第26図 )

<A区 8号住居址出土遺物> (第26・ 27図 )

(単位 効 )

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢

― _ -  92 白色砂粒を
含む

茶褐色
外面―隆帯が大小の渦巻文をえがき
ながら垂下し、その間に条線
が施される    底部破片

縄 文
土 器 深鉢

― ,40.0, 一 白
色砂粒を
含む

黄茶褐色
一部黒変

外面―頸部に2本の粘土ひもが横走

桶黒櫂臭暴ほ譴将響釜弩藉土
ひもの懸垂文

日縁～胴部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(宍霰)

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢

― ,47.6.  ― 白色砂粒
を

含む
灰黄褐色
淡赤褐色

外面一口縁部 1本の沈線が横走し、
渦巻惰円の沈線文が交互する
胴部懸垂する沈線で区切り、
その間に綾杉文

目縁～胴部破片

2
縄 文
土 器 深鉢

― ,232,  一 粗
い砂粒を
含む

灰茶褐色
(一部赤褐色)
赤褐色
(一部黒変)

外面一口縁部下部に 1本隆帯が横走
し、そこから垂下した隆帯が
胴部を区切り、その間にハの
字状刺突文

口縁～胴部破片

縄 文
土 器 深鉢

29.2, Ｏ
υ
粗い砂粒を
含む

灰橙褐色
(一部黒変)

外面一日縁部に2本隆帯が横走し、
そこから垂下した隆帯が,同部
を区切り、その間にハの字状
刺突文

口縁部一部欠損

縄 文
土 器 深鉢

― . -  8.4 砂粒を含む
灰褐色
(一部黒変)
褪橙褐色
(一部黒変)

器面は外面一縦、内面―横に粗い磨
き         底～胴部破片

5
縄 文
土 器 浅鉢

― ,225,  一 粗
い砂粒を
含む 鉤］く一部黒変，

外面一口縁部無文、頸部 2個等分の
把手胴部沈線渦巻文の間にハ
の字状刺突文
底部、日縁部一部欠損

6
縄 文
土 器 浅鉢

― ,263,  一 粗
い砂粒を
含む 雑蝉中

外面一口縁都無文、頸部 4個等分で

蓬審導程塚読姦尼笙ち罹関隻
が施される。胴部、渦巻と懸
垂する沈線文
底部、日縁部一部欠損

7 石 器 石皿

石 器 石棒

石 器
磨製
石斧

石 器
磨製
石斧

11 石 器 磨製
石斧

石 器 凹石
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番号 種 類 器形
法    量

胎  土
色  調
(界署) 整形・特徴 。その他

器高・口径・底径

石 器 凹石

石 器 凹石

石 器 凹石

<A区 9号住居址出+惜物> ●酔7図 )

<A区 10号住居址出土遺物> (第27図 )

<A区 13号住居址出十惜物> (第28図 )

(単位 勁 )

(単位 効 )

(単位 効)

番号 種 類 器形
法    量

胎  土
色  調
(ハロ) 整形・特徴 。その他

器高・口径 。底径

ユ
文
器
縄
土

小型
浅鉢 線建送暮暑

淡黄灰色
(一部黒変)
淡橙褐色

内面一丁寧な磨き
外無―無文

2‰ 欠損

文
器
縄
土 鉢 ― . ― . 7.0 細かい砂粒

を含む
暗灰茶褐色
(一部黒変)

外面―
憂譜:i捏蕃e各手姦措趨鷲
内・外舎管懸告雲覇醤喬拿坐鼻費電

番号 種 類 器形
法    量

胎  土
色  調
(界目)

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

l
文
器
縄
土 深鉢 45.4, 37.2,  8.5 砂粒を含む

灰茶褐色
灰黄茶褐色
(一部黒変)

外面―
二3ζ:三ξ宮ξ3ヨ岳::

1/2欠損

文
器
縄
土 深鉢

狙い砂粒を
筆む

色
色
褐
褐
黄
黄
暗
淡

外面ど把手に単孔を有する
胴部縄文と沈線による区画文

口縁部破片

文
器
縄
土 小型 ― ,13.3,  一 砂粒を含む

淡橙褐色
淡黄褐色
(一部黒変)

外面―
彗量零褒1驚縁∫道独昌罷繁
填縄文が施される
口縁部、胴部下一部破片

4 石 器 凹石

番号 種 類 器形
法    量

胎  土
色  調
(ハ蕃) 整形・特徴 。その他

器高・口径・底径

l 縄 文 甕 56.0,44.0,  一 白色粒子
を

含む
茶褐色
灰黒褐色

沈線による逆」字文が施される磨消

録琴9幸覇ぁ査蓬謹嬉後櫂皇肇曹瓦
たのであろう      _部 破損

縄 文 鉢 ― .― .8.5 白色砂粒を
含む

黒褐色
茶褐色

沈線で区別された間に刺突文が施さ
れている          破片

石 器 石棒
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<A区14号住居址出十浩物> (第 28図 )

<A区15号佳居址出+浩物> ●酔9図 )

(単位 効 )

(単位 効 )

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(界需)

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1
縄 文
土 器

深鉢 ― ,46.5,  一 砂粒を含む
灰黒褐色
灰茶褐色
(一部黒変)
雫離手ぢ暑蕃含癸旨至祭鍮簗嚢,さ霜
されている
日縁部無文         1/2残

縄 文
土 器

深鉢 ― ,20.0,  一
組い砂粒を
含む

白茶色
黒黄茶褐色 !辱髯言染ほと積橿吾緊

:書拿阜言
縄 文
土 器

鉢 ― ,29。 2,  一 白
色砂粒を
多量に含む

淡茶褐色
淡茶褐色
一部暗褐色
け管就:照阜

'長

とな普就ζ葱景it母
縄 文
土 器

鉢 ― . ― . 9.5 白色砂粒 黒褐色
赤褐色

底部破片

石 器 石斧

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(癖需)

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

ユ
縄 文
土 器 深鉢

― . ― , 9.5 白色砂粒を含む
茶褐色
黄灰褐色

頸部から胴部にかけて、大小の渦巻
があり隆帯が懸垂している

  %残

縄 文
土 器
小型
深鉢

砂粒を含む 暗褪褐色

口縁部は山形把手と有円孔把手が、

奈毒
七舵舟写Z後綴窪墾辛

1境ぇ遣

縄 文
土 器

深鉢 31,0, 27.5,  8.5
白黒砂粒を
含む

灰黒茶褐色 零設動急綺寸詈嵩缶茫漿姦墾覇橋僣

縄 文
土 器

深鉢 ― ,  ― . 7.7 白
色、赤色
粒子を含む

暗茶褐色 鰹せ写台畠経耀彦冤余桑轟埠量職鸞

縄 文
土 器 深鉢

― ,21.6,  一 粗
い白色砂
粒を含む

灰黒褐色
暗茶褐色

体部は隆帯と蛇行沈線で区割された
間に条線が施されている

1/3残存

縄 文
土 器 深鉢

― ,20.0,  一 白
色砂粒を
含む

暗灰褐色
5つのわらび状の隆帯で区害1され、
その間に条線が施されている

1/2残存

縄 文
土 器

鉢 ― ,242,  一
金雲母、白
色砂粒を含
む

赤茶褐色
黒茶褐色

い
縄

　

片

ま
に
　
　
破

ん
間
　
様
部

ぜ
の
　
文
縁

そヽ
　
の
口

て

ヽ

状

け
り
　
突

か
あ
　
刺

に
が
る
る

部
線
い
す

胴
沈
て
走

ら
と
れ
横

か
帯
さ
に

部
隆
施
部

縁
の
が
縁

口
状
文
口

8 縄 文
土 器

■
付
器

百
鍔
土

白色砂粒を
含む

赤茶褐色 口縁部破片

縄 文
土 器

型
器
小
土

― _  ― _ 3.0 白色砂粒を
含む

黒褐色 外面に比較的太い沈線がみられる
破片

石 器 凹石
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番号 種 類 器形
法 堅

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
ｒ
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1
縄 文
t  暑旱 深鉢

― , 一 . 92 粗い砂粒を含む
黄褐色
黄灰褐色

口縁部無文
頸部に4個等分の把手
胴部に大小の渦巻文を描き、隆帯が
垂下しその間に綾杉文が施されてい
る
底部穿孔       口縁部破損

縄 文
土 器 鉢 ― , 一 ,80 白色粒子を含む

淡茶灰褐色
(一部黒変)

条線を地文とした中に隆帯と沈線で
区害1さ れている

%残

3
縄 文
土 器 深鉢

― ,323,  一 白色粒子を含む

灰茶褐色
(一部黒変)
淡灰褐色
一部橙褐色

胴部には隆帯で区割された中に蛇行
した沈線が懸乗し、条線が施される

体部下半～底部破損

<A区 19号住居址出土遺物> (第 29図 )
(単位 効)

<A区 20号住居址出土遺物> (第 30図 )
(単位 効)

9は両面に浅いくばみのある石。10～ 13はいわゆるくばみ石である。14は卵形につくられた

珍しい石器である。

番号 種 類 器形
法 皇

里
胎  土

調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢

― ,215,  一 砂粒を含む 灰茶褐
色

赤茶褐色

外面一日縁部は比較的太い沈線によ
り、髭状・窓状の文様がつけ
られる
胴部は条線と蛇行した沈線に
よる懸垂文が巡る  1/2欠損

2
縄 文
土 器 深鉢

― ,238,  一 砂粒を含む
赤黄褐色
(一部黒変)
焦げ茶褐色
下部橙褐色

し
隆
り
損

走
巻
あ
欠

離
とこ渦緻
％

帯
様
条

隆
る
縦

の
す
に

本
下
間

２
垂
の

に
ら
そ

部
か

ヽ

縁
こ
文

日
そ
帯

一面外

3 縄 文
土 器 鉢 ― ` ― , 50

粗い砂粒を
含む

淡赤茶褐色
淡赤黄褐色

外面―頸部に 2個等分の把手。それ
を結ぶように上下 2本の隆帯
が横走し、その間に斜条線文
胴部は縦条線文の上にひも粘
土で蛇行垂下文。懸乗文が施
される

日縁部欠損

縄 文
土 器

深鉢 ― ,145,  一 細
かい砂粒
を含む 暗赤黄褐色

外面一日縁部に大小の弧文の隆帯が
巡りその間に縦条線が施される

内面―比較的丁寧な磨き
口縁部破片

5
縄 文
土 器 深鉢 -1140,  一

細かい砂粒
を含む

暗灰黄掲色
橙茶褐色

外面一口縁部に 1本隆帯が横走、そ
こから隆帯が垂下し、その間
に綾杉文の条線が施され、そ
の中心に蛇行した沈線が垂下
している      %欠 損

6
縄 文
土 器 深鉢

― ,  一 , 82 粗
い砂粒を
含む 呻申雌

外面―胴部に粗い斜条線文
内面―比較的粗い磨き

底～胴部破片

7
縄 文
土 器

台付
深鉢

―   -  68 砂粒を合む 灰黄褐色
(一部黒変 )

外面―台の部分は沈線が変則波状に
巡り、胴部下部には縦条線が
みられる   台付底部破片

8 石 器
れ
り
た
飾
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<A区21号住居址出土遺物> (第 31図 )

<B区 1号土坑址出土遺物> (第 31図 )

<A区遺構外出土遺物> (第 31)

(単位 ε″)

(単位 伽)

(単位 ε胞)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
ｒ
く

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢

27.3, 25.0,  98 砂粒を含む 黄灰茶褐色

口縁部は隆帯する渦巻文と区害1文が
めぐっている
胴部は、斜縄文の上に3条単位の沈
線で区割され、その間に蛇行沈線が
懸垂している     口縁部破損

2 縄 文
土 器 深鉢

― ,21.0,  一
当色砂粒を
多量に含む

暗茶褐色
赤灰褐色

日稼酎
`無
又

頸部は粘土ひもが蛇行し廻っている

町Y祭懲墾モ宅よ塚粘土
ひもが鍍鎮

縄 文
土 器 鉢

― ,21.5,  一
白色砂粒を
含む

暗灰褐色
橙暗灰褐色

景循摯観再各基案振塔驀徐宅池異層
し、その上に粘土ひもを綾にめぐら

した籍堅鋲患奢墾雫誓墓零訳塚
廻ら

口縁部破片

縄 文
土 器 深鉢

白色砂粒を
含む

黒灰色
暗茶褐色 奪啓握警量阜暑予糟§綴岳ξ些半憲

ている         体都破片

縄 文
土 器

? ― ,28.8,  一 砂粒
を多く

含む 焦げ茶褐色

ひ
巻
垂

土
渦
懸

粘
に
た

の
か
せ

本
所
さ

２
カ
行

は
何
蛇
る

部

にヽ
い

縁
り
部
て

口
ぐ
胴
し

き

あヽ
き
施

が
文
が
描
を

み
縄
も
を
文

一　
一

面
面
内
外

□縁部構 片

6 縄 文
土 器 深鉢

― . 一 .5,8
自色砂粒多量
赤色砂粒
襲

内面一みがき
外面―結節縄文     底部破片

縄 文
土 器

? ― ,26.0,  一 白
色砂粒を
多量に含む 焦

げ茶褐色

に
ま
に
本
　
片

部
ん
中
２
　
破

雌部‐こぜ靴膿義醐

入
体
割
る
懸

が

区ヽ
す
が

文
り
で
と
文

縄
廻
帯
対
突

斜
が
隆
１
刺

き
に
文
の
を
る

が
体
突
状
本
な

み
全
刺
い
２
で

一

一

面
面
内
外

8 縄 文
土 器 深鉢

― , 一 ,3.7 白色粒子を含む

茶褐色
(一部黒変)
灰赤褐色

内向―みがき外面―
紬梨懸堀発鰹響墓豊勤ξ奇宅
いる
体部下半～底部の破片

9 石 器 凹石

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

I
縄 文
土 器 深鉢

23.4, 305, 16.5 白色粒子を
含む

茶褐色

鰈 ) 茜肇築
管による沈線文系の中期初頭

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
く 整形・特徴 。その他

器高・口径・底径

1
縄 文
土 器 鉢

15.3, 17.8,  7.5 白色粒子を
含む

暗灰茶褐色
灰赤褐色

肉曲―みがき
外面一口縁部がキャリパー状であり

ぞ3:i:患ヨ尋ξ3争阜:
一部欠損
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0                     20c肥

A区

A区 5号住居址出土遺物 (1/6)

第25図 縄文時代遺物
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0                     20θ π

―

ヤ

ヽ

＼

A区 6号住居址出土遺物 (1/6)

A区 8号住居址出土遺物 (1/6)

第26図 縄文時代遺物
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0                     20θ ″

|

A区10号住居址出土追物 (1/6)

第27図 縄文時代の遺物
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A区13号住居址出土遺物 (1/6)

A区 14号住居址出土遺物 (1/6)

428図 縄文時代の遺物

0                      203″

〒
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gま
「
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′員イく8炒 9

A区15号住居址出土遺物 (1/6)

A区 19号住居址出土遺物 (1/6)

第29図 縄文時代の遺物

0                     20c″
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A区 20号住居址出土遺物 (1/6)

第30図 縄文時代の遺物
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闇 6

A区21号住居址出土遺物 (1/6)

i乳 十____翼 勁

B区 1号土坑出土遺物 (1/6)

第31図 縄文時代の遺物
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2 奈良・平安時代

遺構で報告した41軒の竪穴住居址・ 4棟の掘立柱建物址・ ピット群・土坑・井戸跡の内、A
区 1・ 17号住居址・掘立柱建物址・ ピット群、B区 7・ 13・ 19・ 24・ 31・ 32・ 33号住居址・土

坑出上の遺物には器形の復元出来るものがなかったのでここでは省略した。

<A区 2号住居址出土遺物> (第32図)                 (単 位 卵)

<A区 7号佳居址出土遺物> (第 32図 ) (単位 印)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(寮唇) 整形・特徴 。その他

器高・口径・底径

1 土師器 甕 ― ,23.0,  一
白色粒子
砂粒を含む

橙褐色
灰橙褐色

ロクロ水挽
口縁部横撫で

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(寮唇) 整形・特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 土師器 甕 ― . ― . 7.8 粗い砂粒を含む 灰赤掲色
ロクロ水挽
底部回転糸切痕

<A区 16号住居址出土遺物> (第 32図 ) (単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土 ヱ環需要 整形 。特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 罫 4.2, 11.e,  5。 3 赤、自色粒
子を含む

橙黄褐色
ロクロ水挽
底部回転糸切痕

土師器 郭 4.3, 11.1,  5。 4 鯉単奢暮暑橙褐色
ロクロ水挽
底部回転糸切痕

土師器 罫 4.9,
密
赤、自色粒
子を含む
色胞
黒
白

ロクロ水挽
底部回転糸切痕

4 土師器 郭 4.0, を
む肝
，こ含
粗髄簗

白茶色
淡黄茶色

ロクロ水挽

騎譲写哲強椒写鰹♂Bぴ察簾好た巻
砿狂tH

土師器 郭 4.5, 赤、白微粒
子を含む

褥黄褐色
黄褐色 農鍮邑畿緊切痕 2/s欠指

土師器 郭 4.17, 11.2,  5.2
白色粒子を
含む

黄肌色
一部赤肌色

底部回転糸切痕
1/3欠損

土師器 郭 3.91 赤色粒子を
含む

灰黄赤褐色
赤黄褐色

ロクロ71∝鬼
底部手持ちヘラ削り

口縁部一部欠損

8 土師器 郭 3.9, 10,7,  5.1 細
い赤白色
粒子を含む

灰黄褐色
灰橙掲色

ロクロ刀銅鬼
底部回転糸切痕

口縁部一部欠損

土師器 郭 3.9, 11.4, 白色粒子を
含む

炎橙褐色
(一部暗茶
昂色)

底部回転糸切痕
口縁部一部欠損

土師器 郭 3.8, 10.8,  5.5
租
白色粒子を
含む

淡赤茶褐色 底部手律警ヘラ削り?
底部一部欠損

土師器 郭 4.1, 12.1,
穫
白色粒子を
含む

淡黄肌色
一部赤肌色

ロクロ水挽
4/4欠損

土師器 郭 14.9,6.6,
密
赤色粒子を
含む

灰橙褐色
橙茶褐色

獨画一双射状婚又
底部削り出し高台
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
く 整形・特徴・その他

器高 。日径・底径

土師器 皿 3 1 , 13.7 ,
赤色粒子を
含む 罪異落糧

色ロクロ水擁
廣譜壬殖墓会尾製り口縁部一部欠損

土師器 皿 2 2 , 13.4 ,
亦日
白色
少々

を
子
子
お

淡赤茶

e雲4
担
め 底部手持ちヘラ削り十回転っ尼製贈

土師器 皿 1 8, 13.8, 精製 (?) 淡橙褐色白黄褐色 底魏畢苺警ヘラ削り    %欠損

土師器 甕 ― ,161,  一 砂粒、金雲母を含む
賓査額羅げ
茶拐負Ⅲ

口縁部と内面―横刷毛整形
外面―縦刷毛整形

   口縁部破月

土師器 甕 ― ,26.6,  一 砂粒、雲母を含む
淡赤褐色 界詈三騒母I毛垂影   口縁部破片

<A区 18号住居址出土遺物> (第 33図 ) (単位 cPE)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
ｒ
く

整形・特徴。その他
器高 。口径・底径

1 土師器 蓋 ― ,17.2,  一
赤色砂粒を
含む

橙褐色
外面―ロクロ水挽、回転ヘラ削

絵片

2 土師器 蓋 ― ,17.0,  一
白赤色粒子
を含む

茶掲色
内面―渦巻暗文       2/3残

3 土師器 郭 5,3, 170, 参量轡悪
を
橙褐色

外面―底部掘り出し高台
   破片

4 土師器 邦 4.0, 10.6, 赤色粒子を
含む 赤黄褐色 界露三探課祭寧哭ラ削り 底都破月

土師器 郭 3.9, 10.6. 40 赤色粒子
を

含む
茶褐色 界唇三終課幹軍養ラ習絵部一部欠謝

土師器 郭 6.1 , 15.8,  7.2 軽撃g査悉
黒
白橙褐色
召雲轟議最奪T攘累削り出し高台残

土師器 堺 4.2, 11.2, 46 密 登褐色
外面 一体部下半ヘラ

習法部一部欠損

8 土師器 郭 43, 10.8,  4.8 赤色粒子
を

含む
茶褐色 環吾三挺課幹軍楽ラ削り   2/R雰

土師器 郭 4.0, 11.6,  4.4 赤色粒子
を

含む
橙褐色

外面 一体部下半 ヘラ

習患部一部欠損

土師器 琢 4.2, 10.2,  46 赤色粒子
を

含む
茶褐色 冗詈三癸罫幹軍災ラ削り 廣部破メ

土師器 郭 4.0, 11,0,
赤白砂粒を
含む

白灰茶褐色
赤茶褐色
ハロ三警罫武晶姦尋磐洛3,4軍 ;贈

土師器 邪 4.2, 10.6,
赤色砂粒を
少量含む

黄茶褐色 界署三凛素雫隼ヘラ削り  1/2欠損
土師器 皿 2 3, 13.0, 58 赤白砂粒

を
含む

橙褐色
外面一体部下半、回転ヘラ削り

完形

土師器 甕 ― .370,  一
金雲母、
自色砂粒を
含む

黒茶褐色
茶褐色

繭胡繹絲端 識詠
土師器 甕 ― , 一 , 8.5 金雲母

を含
む

赤茶褐色
茶褐色

あ
あ
痕

痕
痕
葉

目
目
木

毛
毛

ヽ

刷
刷
部

横
縦
底

一　
一

面
面
内
外

底部破片
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 甕 糧い 灰 焼、一良好

土師器 ― ,33.2,  一 やや粗い 橙

焼、一艮好
内面一横なで
外面一口縁部回転なで
体部横八ケロ

土師器 甕 ― ,24.0,  一 粗い 黄褐色
ぢ

でな

で

好
横

な

艮

一　
一

ヽ
面

面

<B区 1号住居址出土遺物> (第 34図 )

<B区 2号住居址出土遺物> (第34図 )

<B区 3号住居址出土遺物> (第35図 )

<B区 4号住居址出土遺物> (第 35図 )

(単位 効)

(単位 働)

(単位 12)

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
画
山
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 甕 ― ,36.2,  一 粗
い金雲母
を含む

暗褐色
FAUロ ー

外面―
陵用鴫毛に
口縁部桜
客部縦用

で

日
な
毛 口縁部破片

2 土師器 甕 ― ,160,  一 金雲母を含む 暗掲色
囚lHl一
外面一

に
桜
用

七
部
縦

刷
縁
部

隣
口
客

で
目
な
毛 口縁部破片

3 土師器 郭 42, 12.3, 密、赤色粒
子を含む

黒
白灰色

内面―黒
外面一回転糸切り 口縁部一部欠損

4 土師器 郭 6.1 , 17.0,  6.8
宿

白色粒子を
含む

黒灰白褐色
灰白橙褐色

内向一
外面―
襄変、回転なでのちみがき
コ転なで
震部回転糸切り    %残

5 土師器 斥 4.5, 116, 45 赤色粒子を
含む

橙褐色
囚画―

外面―
茨痢状暗X
本部下半ヘラ削り
貢部ヘラ削り     完形

6 土師器 郭 3.8, 11.8,
密
白色粒子を
含む

黄褐色
橙褐色

円画―取射猿暗又
外面一体部下半ヘラ削り

口縁部一部欠損

7 土師器 抹 6.4, 16.6, 精製
黒 色
淡褐色

内面一黒変、回転なで
外面一回転なで
底部回転糸切り

□緩報一部狂損

土師器 郭 64, 17.0, 精製
黒色一部茶
掲色
黄褐色

内面一黒変、一部茶褐色
外面一回転なで

1/2残

土師器
ムロ
ｍШ

高
付 2 9, 12,3 , 赤白砂粒を

含む
黒 色
白灰色 界目正置暴送昭転

なでのち全爺戻損
土師器 皿 2.5, 13.0,  4.4 赤色粒子を

含む 赤褐色
内面―渦巻暗文
外面一体部下半ヘラ削り   完形

番号 種 類 器形
法 量

胎  土 そ環露研 整形・特徴・その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 甕 ― ,13.6,  一
やや粗い
砂粒を含む

灰肌褐色
灰橙掲色

刷毛整形ののちになで
口縁部破片

土師器 皿 1.8, 12.4, 4.0 精製 黄赤掲色
ロクロ水挽
外面一ヘラ削り       破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 甕 ― ,288,  一
金
や
を

票母、や
且い砂粒
箸む 呻く一部黒変紳

内面―横席1毛整形
口縁部破片

外面―縦刷毛整形
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番号 種 類 器形
法 旦

里
胎  土

色  調

(秦召)
整形・特徴・その他

器高・ 日径・底径

2 土師器 羽釜 ― ,170,  一
金雲母、
粗い砂粒を
含む

灰茶褐色
茶褐色

外面一口縁部斜刷毛目
内面一横刷毛整形

口縁部破片

3 土師器 小
型
甕

― ,16.0,  一 粗
い砂粒を
含む

黄褐色
橙褐色

外面一縦刷毛整形
内面―横刷毛整形   口縁部破片

4 土師器 甕 ― ,28.5,  一
砂粒、金雲
母を多量に
r】ユF

赤茶褐色
明茶褐色

外面一縦刷毛整形
内面一横刷毛整形

5 土師器 邦 4.0, 120, 精製 淡肌色
ロクロ水挽
底部ヘラ削り       2/3欠損

6 土師器 郭 4,0, 120, 精製 灰肌色
ロクロ水挽
底部ヘラ削り

口縁部、底部一部欠損

<B区 5号住居址出土遺物> (第 35図 )

<B区 6号住居址出土遺物> (第36図 )

(単位 効)

(単位 伽)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1 土師器 甕 ― ,172,  一
粗い砂粒、
金雲母を多
量に含む

暗褐色
外 四 ―糾 鞭 刷 毛 壁 形

内面―横刷毛整形

2 土師器 甕 ― , 6.8,  一
金雲母、
砂粒を含む

疋黄褐色
麗橙褐色

底部―木葉痕
底部破片

3 土師器 甕 ― ,234,  一 金雲母、砂粒を含む
灰肌色
淡橙褐色

外面一縦刷毛整形後撫で
内面―横刷毛整形   口縁部破片

4 土師器 甕 ― ,198,  一 細
い砂粒
鎮 醗 鉗

淡肌褐色
(一部灰色)

外面―横撫で
内面一横刷毛整形   口縁部破片

5 土師器 郭 3.0, 12.4,
密
赤色粒子を
含む

口
灰
胴
鷹

1∫

白

R色
旨鵜 fFI

ロクロ水挽
底部回転ヘラ削り

口縁部破片

6 土師器 郭 4.7, 12.2, 精製
灰橙褐色
淡橙褐色

ロクロ水挽
外面一底部～胴部ヘラ削り

7 土師器 郭 5 2, 14.5,
後

赤色粒子を
合む

昂

比

培
色髄隧

ロクロ水挽
外面―底部～胴部ヘラ削り

1/2欠担

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
く 整形・特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 須恵器 蓋 ― ,15.0,  一 精製 暗灰褐色 ロクロ水挽         破片

2 須恵器 甕 ― ,190,  一 精製 黒灰色
ロクロ7jt挽
口縁部及び内面に釉がかかっている

日縁部破片

須恵器 甕 ― _  ― _ 122 精製 暗灰紫色
内面―横撫で
外面―胴部叩き目。釉が塗られてい
る        底部破片

土師器 郭 6 5 , 16.4,
密
赤色粒子を
含む

淡橙褐色

ロクロ水挽
外面一胴部下半ヘラ削り
底部回転糸切り後ヘラ削り

3/5欠悟

土師器 郭 48, 13.8,
密
赤色粒子を
含む

黄橙褐色
赤黄褐色

ロクロ刀篭免
外面一胴部墨書
底部、胴部下半ヘラ削り

3/5欠捜

土師器 郭 5 1 , 14.4,  5 4
密
赤色粒子を
含む

黒灰色
灰肌褐色

ロクロ水挽
外面―胴部下半ヘラ削り
底部回転糸切り痕

 2/5欠損
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

7 土師器 皿 27, 12.4,  5.8
色
む
黒
含をヽ

色
子
白
粒 色

色
褐
肌
黄
黄
淡
風舌二毯欝固叢傘易習稜ヘラ功臭損

8 土師器 郭 ? 精製 赤黄褐色
底部に線刻あり

     底部破片

9
釉
器
灰
陶 前̈脚？・

― . ― .6.2 緻密 白灰色
ロクロ水挽
内、外胴部に粕がかかつて

選鼻破片

<B区 8号住居址出土遺物> (第 36図 )

<B区 9号住居址出土遺物> (第37図 )

(単位 翻)

(単位 勁)

番号 種 類 器形
量法

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
ｒ
く

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1 土師器 郭 ― ,14.8,  一
密
赤色粒子を
合む

色
色
褐
褐
茶
茶
黄

ロクロ水挽
外面―胴部下半ヘラ削り

口縁部破片

2 土師器 甕 ― ,300,  一
金雲母、
やや粗い
砂粒を含む

色茶
色
げ
褐
焦
肌
灰
淡

外白―斜縦刷毛整形
内面―斜横撫で

    口縁部破片

3 土師器 甕 ― ,32.0,  一 む含ヽ剥陸
金
砂

色
色
褐
褐
茶
黄
灰
灰 織露三銀盤磐

毛整形
  口縁部破片

4 土師器 甕 299,, 29.4,  9,3
釜雲母、
やや粗い
砂粒を含む

褪灰赤褐色
焦げ茶褐色

外面一斜縦刷毛整形、底部木葉痕
内面一横刷毛整形

     %欠 損

5 土師器 甕 ― ,31.0,  一 む含ヽ
母
を
雲
粒
金
砂

黄灰茶褐色
(一部黒変)

外面―斜縦刷毛整形
口縁部横刷毛目

内面―斜横刷毛製形
笞矮E胴部破片

6 土師器 甕 ― ,31.6,  一
金雲母、
やや粗い
砂粒を含む

灰焦げ茶色
淡肌褐色

外国一斜縦 nll毛整形

記ワこ簡栃守
で
  口縁部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形 。特徴 。その他
器高・口径・底径

1 須恵器 霊 ― , 3.0,  一 精製 灰色

ロクロ水挽
外面一部釉がかかっている

□緩～輻都碑片

2 土師器 郭 ? ― , 一 , 60
む

い
色
含

粗
黒
を

や
赤
子

や
白
粒

淡茶褐色
焦げ茶褐色

ロクロ水擬

織需三履勇畏哲む切痕  底部研
3 土師器 郭 4.4, 140,  5,4 自黒粒子を

含む

黒色
灰橙褐色
(一部黒変 )

ロクロ水挽
外面一底部回転糸切痕

1/2欠損

4 土師器 堺 40, 12.0,  50
密
赤色粒子を
含む

黄橙褐色
橙褐色

ロクロ水挽
外面―底部回転糸切痕
胴下部～底部ヘラ削り

2/5欠損

銭 貨 直径 2.2●π 洪武通宝

土師器 豚 5,0, 11.4,  6.0 粗
い砂粒を
含む

黒色
淡茶褐色
r一喜ほ未恋Ⅲ

ロクロ水挽
外面―底部回転糸切り後ヘラ削り

□綴、席部一部々椙

7 土師器 郭 4.41 12.2,  5,8 を
粒
子
砂
粒
い
色
む

粗
赤
合

淡茶色
ロクロ水擬
外面―底部回転糸切痕

口縁一部欠損

8 土師器 郭 一 、 一 .44 を子粒色
む

密
赤
含

色
色
褐赤
橙

ロクロ水挽
外面一胴下半ヘラ削り
底部回転ヘラ削り

底部破片

-55-



番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(環目) 整形・特徴 。その他

器高・日径・底径

9 土師器 罫 46, 12_2, 淡黄褐色
黄褐色

ロクロ水挽
外面―底部回転糸切痕    完形

土師器
小型
甕

― ,12.6,  一 赤
色粒子糧い
砂粒を含む

赤褐色
淡黄褐色

ロクロ水挽      口縁部破片

土師器 甕 ― ,31.0,  一
やや粗い
砂粒を含む

淡茶褐色
橙茶褐色

外国―
内面一
碍縦刷七壁ル
コ縁部横刷毛目
阿部撫で    回縁部破片

<B区10号住居址出土遺物> (第 38図 )

<B区 11号住居址出土遺物> (第 38図 )

<B区12号佳居址出土遺物> (第 38図 )

(単位 効)

(単位 効)

(単位 勁)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
く 整形 。特徴 。その他

器高・口径・底径

1 土師器 郭 ― ,120,  一 砂粒を含む 黒褐色 内面一回転なで
外面―なで      口縁部破片

2 土師器 甕 ― ,282,  一 砂粒を含む 茶褐色
内面一
】綴碧辱
刷毛日、体部刷毛目

外面一体部縦刷毛目     破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(察目) 整形・特徴 。その他

器高 。日径・底径

1 須恵器 士望
白色砂粒を
含む

灰色 ロクロ水挽        破片

2 土師器 罫 4.3, 12.0,
密
赤色砂粒を
含む

黄橙褐色 線
残
ヽ
ν
独

りラ

リ
ヘ

削
後
ラ
の
ヘ
ハツ

で
半
切

な
下
糸

転
部
部
？

回
体
底
刻

一　
一

面
面
内
外

土師器 郭 5.0, 15.0, 赤色砂粒を
含む

赤掲色

円画―イ研 状 H音又
外面一体部下半～底部にかけてヘラ
削り、底部糸切り痕わずかに
残る       一部欠担

4 土師器 郭 4.2, 120, 自赤砂粒を
含む

褐色
内面一回転なで
外面一体部下半ヘラ削り   %残

5 土師器
小型
甕
― ,192,  一 白色砂粒を含む

黄褐色 紹鞘脇腿〔明樫
割
破 片

土師器 甕 ―,310, 一 金雲母を含む
内面一体部横刷毛目
外面一体部縦用J毛目     破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1 須恵器 甕 白色砂粒を
含む

灰色
内面一回転なで
外面一回転ヘラ削り     破片

2 土師器 郭 砂粒を含む 灰褐、稗色
内面―磨き
外面―ロクロ水挽

土師器 琢 4,3, 11.2, Ｏ
υ
赤色砂粒を
含む

淡橙褐色
内面一回転なで
外面一体部下半ヘラ削り
底部回転糸切リ  ー部欠損

土師器 罫 2.4, 16.8, を粒砂色
む

雀
赤
含

色
色
褐
掲
茶
赤

lAl回 ― な で

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
%残

土師器
小型
甕
一 ,150,  一 白色砂粒金雲母を含む 焦げ茶褐色 界目三簾写1毛目    口縁部破片

土師器 甕 ― ,290,  一 白色砂粒鎮 雛 鉗
茶褐色
赤茶褐色 Я雷三嬢写1毛目    口縁部破片
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<B区14号住居址出土遺物> (第 39図 )

<B区15号住居址出土遺物> (第 39図 )

<B区16号住居址出土遺物> (第 39図 )

(単位 卵)

(単位 o″ )

(単位 勁)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
ｒ
＼

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 郭 4.75, 14.6,  4.6 赤
色粒子を
含む 赤褐色

内面一回転なで
外面一体部下半ヘラ削り   2/3残

土師器 皿 2.4,  12.0, 白色砂粒を
多量に含む

橙褐色 底部回転糸切り痕
底部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
ｒ
く

整形 。特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 琢 4.5, 12.2, 赤色粒・砂
粒を含む 茶褐

色
内面―なで
外面一体部下半～底部にかけてヘラ
削り        1/2残

土師器 郭 3.9,  15.0, 赤色粒・金
雲母を含む

淡褐色
内面―なで
外面一
篠幹緊蕩θ屋削
り   1/3残

土師器 郭 55,  15.0,  60 赤色粒
。雲

母を含む
黒褐色

内面―なで
外面一体部下半ヘラ削り

1/5残

4 土師器
高台
付皿
3.1,  128,  6.0 粒色

む
白
含

製

・
を

精
赤
子

赤茶褐色
内面―磨
外面一回転なで
底部糸切り痕     1/3残

5 手 捏
土 器

2.5, 40,  一 白色粒
。雲

母を含む
黒褐色

内面―磨
外面―指頭圧痕

完形

土師器 小
型
甕
10.3,  12.0,  5.6 赤色粒・砂

粒を含む 赤茶褐
色
内面―なで
外面一体部にヘラ削りの後、刷毛目
あり 底部ヘラ削り  %残

7 土師器 甕 -  150, 8.4 赤色粒を含む 白黄褐色
内面―なで
外面一口縁部横なで
体部ヘラ削りの後、横刷毛目

%残

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調
(ハ露) 整形・特徴 。その他

器高 。日径 。底径

1 須恵器 郭 66, 17.0,
密
白色砂粒を
含む

淡黄褐色
内・外面ともに回転なで

破片

2 須恵器 郭 5 1 ,  14.0,  7.2 白色砂粒を
含む

黄灰色
灰茶色

内外面ともに回転なで
破片

須恵器 高郭
密
白色砂粒を
含む

灰 色
脚部なで

破片

4 土師器 郭 5.7,  140,
緻密
赤白砂粒を
含む

内 黒
茶褐色 環需三霧謙早筆笑▼削り

底部ヘラ削り     1/3残

5 土師器 郭 57,  15.6, 10.2 を粒
む
砂
含

密
色
量

緻
赤
少

褐色
内面―波状の横みがき
外面一縦みがきの上を回転なで

%残
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<B区 17号住居址出土遺物> (第 39図 )

<B区 18号住居址出土遺物> (第 40図 )

<B区20号住居址出土遺物> (第 40図 )

<B区21号住居址出土遺物> (第 40041図 )

(単位 勁)

(単位 勁 )

(単位 θπ)

(単位 効)

番号 種 類 器形
法

胎  土
色  調
(真雷) 整形・特徴 。その他

器高・日径・底径

1 土師器 郭 粒色
む
白
含
・
を

密
赤
子

橙褐色
内面一回転なで
外面一体部下半～底部にかけてヘラ
削り         2/3残

2 土師器 皿 40 粒色
む
白
含
・
を

密
赤
子

赤褐色 界目三森覇下半～底部にかけてヘラ
削り    口縁部一部欠損

3 土師器 皿

緻密
赤。白色砂
粒を含む

内面一丁寧なみがき
外面一回転なで、底部回転糸切り

2/3残

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 鉢 26.8, 票色粒子を
含む

灰茶褐色
茶褐色

ロクロ水挽
外面―胴部下半～底部回転ヘラ削り

%欠損

2 土師器 邦 4.4, 12.0,
密
赤色粒子を
含む

橙褐色
ロクロ水挽
外面―胴部下半、底部ヘラ削り '

日縁部破片

3 土師器 堺 4.4 粒色
む
赤
含
・
を

密
自
子 院墾亀色

ロクロ水挽
外面一胴部下半、底部ヘラ削り

1/2欠損

4 土師器 甕 砂粒を含む 炎茶褐色 目キ力

で

挽
部
な

水
胴
横

口
　
十　
一

ク
面
面

口
外
内 口縁部破片

5 土師器 甕 ―, 32.0,  一

金
粒
含

い
砂
に

粗

量ヽ

や
母
多

や
雲
を
む 中鞭中

外面一縦刷毛整形
内面一横刷毛整形、指頭痕あり

口縁～胴部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 郭 4.4, 12.2, 54 を子粒色
む

密
赤
含 鞠 変)

ロクロ水挽
外面―胴部下半、ヘラ削り
底部回転糸切り後ヘラ

認央損

土師器 郭 4.25, 12.0, 索色粒子を
含む

鞠 変)

ロクロ水挽
外面一胴部下半ヘラ削り
底部回転糸切痕

口縁一部欠損

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高 。口径・底径

1 須恵器 皿 2.8, 粒色
む
黒
含
・
を

密
白
子

灰色

ロクロ水挽
外面一底部静止糸切痕

口縁一部欠損
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番号 種 類 器形
法 皇里

胎  土
色  調
(環雷) 整形・特徴 。その他

器高 。口径・底径

須恵器
高台
付
皿
― . ― .8.0

密
白色粒子を
含む

暗黄灰色
ロクロ水挽

底部破片

須恵器 甕 頸部径 22.6効
密
白・赤黒色
微粒を含む

白茶褐色
淡黄褐色

外面―叩き目
内面―横なで

頸～胴部破片

4 須恵器 甕 ― ,  一 ,13.0
密
白。赤黒色
粒子を含む

黄灰色
ロクロ水挽
外面―下部に叩き目

5 土師器 郭 3.9, を
い
子
粗
粒
や
色
む

や
赤
含

肌色

ロクロ水挽
外面―胴下部～底部ヘラ削り

%欠損

6 土師器 小
型
甕

― , 130,  一
や

。
子

肌 色
(一部
うす茶)

ロクロ水挽

口縁部破片

7 土師器 甕 ― , 156,  一
やや粗い
砂粒を含む

黄茶褐色
一部茶褐色

外面―縦ヘラ削り
内面―斜ヘラなで 口縁～胴部破片

土師器 甕 ― , 156,  一
密
細い白・黒色
粒子を含む

茶褐色
一部焦げ茶
織目三籍農又習患で

口縁～胴部破片

9 土師器 甕 ― , 24.0,  一
やや粗い
赤色粒子、
砂粒を含む

褪茶褐色
褪橙褐色

ロクロ水挽

口縁～胴部破片

土師器 甕 ― , 24,0,  一
密
金雲母、砂
粒を含む

自褐色

ロクロ水挽
外面―縦なで、回転なで
内面一回転なで、指圧痕あり

日縁～】同部破片

<B区22号住居址出土遺物> (第 41図 )

<B区23号住居址出土遺物> (第 41図 )

(単位 勁 )

(単位 CT2)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・ 口径 。底径

1 土師器 郭 を粒微
密
色
む

級
赤
含

橙 色

ロクロ水挽

禽目三糧罫啓覇鐸滸ぞ三
削り
場発電

2 土師器 郭 ― , 15.0,  一
やや粗い
砂粒を含む

白褐色
ロクロ水挽

口縁部破片

3 土師器 郭 精製 白橙褐色 で
片
撫
破
後
部
り
胴
削

”
ラ
底
ヘ部
り
底
あ
一
刻
部
線

挽
下
に

水
胴
部

口
一
底

ク
面
口
外

4 土師器 琢 2.9, 精製
褐 色
明褐色

き磨
？
横
文
り

挽
部
暗
削

水
体
部
ラ

ロ
面
み
ヘ

ク
外
こ
部

口
内
み
底 3/4欠損

5 土師器 甕 ― ,22.0,  一
やや粗い
砂粒を含む

暗褐色
褐 色

ロクロ水挽
外面―カキロ
内面―撫で    口縁～胴部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形 。特徴。その他
器高・口径・底径

1 土師器 郭
密
白・赤・黒
微粒を含む

淡橙褐色

ロクロ水挽

織目三裸手研宅暦菅
ヘラ削り

Nα 2と 同じ?   口縁～胴部破片

―-59-―



番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
”面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴。その他
器高・口径・底径

2 土師器 邦 ― 、 一 .58
密
白・赤・黒色
微粒を含む

淡橙褐色

ロクロ水挽
外面―胴下部～底部ヘラ削り
内面―すすけている
No lと 同じ?    底～胴部破片

<B区25号住居址出土遺物> (第 41図 )

<B区26号住居址出十浩物> (第42図 )

<B区27号住居址出十惜物> (第42図 )

(単位 勁)

(単位 θ″)

(単位 σπ)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
ｒ
く

整形 。特徴。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 琢 4,9,  142,  5.6
密
赤色粒子を
含む

褐 色
淡赤褐色

ロクロ水挽
外面―胴下半ヘラ削り、底部回転糸
切り痕       1/5欠 損

土師器 琢 5 4,  13.2,
密
赤色粒子を
含む

白褐色
ロクロ水挽
外面一胴下半～底部ヘラ削り

2/3欠損

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1 須恵器 郭 36,  12.0, を粒砂色
む

密
白
含

灰 色
内面―撫で
外面―ロクロ水挽
底部回転糸切り    %残

須恵器 郭 4.0, 110, を粒砂
密
色
む

緻
白
含

黒灰色
内・外面ともにロクロ水挽
底部回転糸切り

%残

3 須恵器 高台
付郭

― ,  一 , 9.0
緻密
白色粒子を
含む

色
色
灰
茶
暗
灰

内面―ロクロ水挽
外面―ロクロ水挽、
付高台

り
片
切
破
糸
部
転
底
回部底

4 土師器 郭 4.4, 10.6,  5.6 を子粒色
む

密
赤
含

橙褐色
残％りラ

挽
挽
ヘ

水
水
半

ロ
ロ
下

ク
ク
部

ロ
ロ
体俗

一　
一

面
面
内
外

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 郭 4.2,  12.0, を子粒色
む

密
白
含

橙褐色
内面一回転なで
外面一体部下半ヘラ削り

1/4残

2
釉
器
灰
陶 皿 ? ― ,14.6,  一

黒色砂粒を
含む

黄灰色
内 。外ともになで

破片

3 土師器 郭 30,  150, 10,0
密
白色粒子を
含む

褐 色
内面一底に暗文
外面一体部回転なで
底部回転ヘラ削り   %残

4 土師器 甕 ― ,224,  一 赤
・ 白色大
粒子を含む

明黄褐色
内面―なで
外面一回転なで       破片

5 土師器 甕 ― .  ―、 9.0 赤
。自色粒
子を含む

淡褐色
内面―なで
外面一体部横カキロ、下部ヘラ削り

破片

6 土 製 紡錘車
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<B区28号住居址出土遺物> (第 42図 )

<B区29号住居址出土遺物> (第 43図 )

(単位 効)

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
”面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高 。日径・底径

1 須恵器 郭 3.4, 13.2,  8.2 白色砂粒を
含む 灰 色

内。外―ロクロ水挽
底部ヘラ削り        2/3残

土師器 郭 3.1,  15.6, 11.0
緻密
赤色砂粒を
含む

白褐色
内面―みこみ部みがき
外面一体部下半回転ヘラ削り

破片

土師器 豚 ― .― .8.0
・
雲
赤

むヽ
粒ヽ
含

い
色
を

粗
白
母

淡褐色
黒褐色

内・外面―ロクロ水挽
底部―ヘラ削りの後刷毛調整

2/3残

4 土師器 郭 3.1,  15.0,  9.8
緻密
赤色砂粒を
含む

白黄褐色
淡橙褐色

内面―横みがき
みこみ部放射状肺文

外面一体部下半ヘラ削り
1/3残

5 土師器
小型
甕
17.1, 18.0,  6.5 白色粒子を

含む
登灰褐色

内面―ヘラなで
外面―屎祭巽嘗馴手目    %残

6 土師器 小壷 4.1 4.0 赤白砂粒を
含む 赤橙褐色

内面一回転ヘラなで
外面一回転なで
底部ヘラ削り     完形

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
輌
輛

色
ｒ
く

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 須恵器 郭 3.6, 13.6, を
い
子
む

粗
粒
含

や
色
く

や
自
多 羹優暑色

ロクロ水挽
外面―底部回転ヘラ削り

1/5欠損

2 須恵器 郭 2.8, 12.8, 粒
い
色
む

粗
黒
含

や

ｏ
を

や
自
子

白灰褐色
ロクロ水挽
外面―底部ヘラ削り

底部破片

須恵器 小
型
甕

― . ― .6.4
密
白・黒色粒
子を含む

白灰色
灰 色

ロクロ水挽
外面―胴下部回転ヘラ削り
底部ヘラ削り   底部破片

4 土師器 郭 6.5,  17.6, 精製 黄茶褐色

ロクロ水挽
外面―底部回転ヘラ削り後なで線刻
胴部ヘラ削り後回転なで磨き

1/3欠損

土師器 郭 6.3, 16.0, 8.2 精製 白橙色
(一部橙色)

ロクロ水挽     _
外面一底部回転ヘラ削り

1/5欠損

土師器 郭 ― ,11.6, 一 粒
い
色
む

粗
黒
含

や

ｏ
を

や
赤
子

橙褐色
黄橙掲色

外面―ヘラ削り
内面一横なで

破片

7 土師器 郭 4.0   14.4,  4.0
緻密
赤色粒子を
含む

褪褐色
ロクロ水挽外面下膠閉蓄
回転ヘラ削り、
舅葵狛

8 土師器 郭 ― , 一 。 8.0
緻密
赤色粒子を
含む

褪褐色
ロクロ水挽

織目三鰺曇
肖けり
        破片

土 製
紡錘
車

やや粗い
白色粒子を
多く含む

灰肌色
(一部黒変)

直径 4.8伽
厚さ 2.7勁
孔の直径 6解″前後    完形
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
／
く

整形 。特徴 。その他
器高 。日径・底径

手 狸
土 器

18, 34,  一 やや粗い 淡褐色

手 捏
土 器

― , 一 ,4.0 粗い
砂粒を含む

暗褐色

<B区30号住居址出土遺物> (第 43図 )

<B区34号住居址出土遺物> (第 43図 )

(単位 o″ )

(単位 例)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・口径 。底径

1 須恵器 蓋 ― , 15,4,  一
やや粗い
白色粒子を
含む

暗灰色
ロクロ水挽

%欠損

2 土師器 添 赤褐色
ロクロ水挽外面一甥丁藩
ヘラ削り、底部易菱造

3 土師器 郭 4.2
緻密
赤色粒子を
含む

茶褐色 外面―
甥丁藩

ヘラ削り、底部回転糸

内面―すすけている    2/3欠損

4 土師器 郭 12.4,
密
白・赤色粒
子を含む

橙褐色 尿盗二産鈴ヘラ削り
破片

5 土師器 郭 5.3, 15,0,
密
白・赤色微
粒を含む

橙褐色
ロクロ水挽
外面一胴部下半～底部ヘラ削り

1/2欠損

6 土師器 甕 ― ,27.6,  一 多
い
を
粗
雲
む

や
母
含

や
金
く

暗褐色
外面―斜縦ヘラなで
内面―横刷毛後なで

口縁～胴部破片

7 土師器 郭
密
赤色粒子を
含む

肌 色
(一部黒変)

ロクロ水挽
内面―中央に小さな凹あり

破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径 。底径

1 土師器 郭 4.55,
密
赤色粒子を
含む

橙褐色

ロクロ水挽
外面―胴下半ヘラ削り、底部回転糸
切り後ヘラ削り

内面一放射状暗文あり   %欠 損

2 土師器 郭 4.1, 12.2,  4.4
緻密
赤色粒子を
含む

橙褐色
(一部黒変)
黄橙褐色

ロクロ水挽
外面―胴下半ヘラ削り、底部回転糸
切り痕

内面―花弁状暗文あり   1/3欠損

3 ±8T器 郭 3.55, 10.8,  4.5
密
赤色粒子を
含む

赤褐色
外面一
甥丁渡宍号!1塚

ヽ底部回転糸

内面―花弁状暗文あり
口縁部に煤付着       完形

4 土師器 郭
密
赤色粒子を
含む

橙棲色
ロクロ水挽
外面―胴下半～底部回転ヘラ削り
内面―放射状暗文あり   1/2欠損

5 土RT器 琢
密
赤色粒子を
含む

焦げ茶褐色

ロクロ水挽
外面一胴下半ヘラ削り、底部回転糸
切り後ヘラ削り

内面一花弁状暗文あり   2/3欠損

―-62-



番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴・その他
器高・口径・底径

土師器 高台
付皿
2.85,  132,  6.4 を粒砂い

む

密
細
含

白橙褐色
ロクロ水挽
外面―底部回転糸切り後高台を付け
回転ヘラなで   底部破片

土師器
高台
付皿
3.1 ,  128,  6.4

むヽ

い
子
含

粗
粒
を

や
色
粒

や
赤
砂

白橙色
ロクロ水挽
外面一底部回転糸切り後高台を付け
回転ヘラなで    %欠 損

8 土師器 皿 2.55, 12 2,  4.0 を子粒色
む

密
赤
含

橙褐色
ロクロ水挽
外面―胴下部～底部回転ヘラ削り
内面一渦巻状暗文あり    完形

土師器 皿 2.5, 13.6, 精 製
黄橙掲色
黄橙色

ロクロ水挽
外面―胴下部～底部回転ヘラ削り

3/4欠損

土師器 小
型
甕

― . ― .6.0
むヽ
子
含
粒
を

い
色
粒

粗
赤
砂

赤褐色
焦げ茶褐色

ロクロ水挽
外面―胴下半ヘラ削り、底部回転糸
内面一回転なで

底～1同部破片

<B区35号住居址出土遺物> (第 44図 )

<A区井戸跡内出土遺物> (第44図 )

(単位 勁)

(単位 勁)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ
面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

1 土師器 郭 3.0,  13.8, 10.4
緻密
赤色砂粒を
を付む

黄橙褐色
底部ヘラ削り

破片

2 土師器 郭 3.5,  14.6, 10.8
緻密
赤色砂粒を
を付む

黄橙褐色
底部ヘラ削り

%残

3 土師器 郭 3.6,  14.2, 9.8
緻密
赤色砂粒を
含む

淡茶褐色 環露三攘鎌葉夢読り
破片

4 土師器 郭 5,2,  16.2, 12.0 緻密 橙褐色 内面 。外面 回転なで、みがき
破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
≫面
面
内
外

色
／
く

整形・特徴・その他
器高・口径・底径

1 土師器 郭 ― , 160,  一 砂粒、赤色粒子を含む
黒
白褐色

ロクロ水挽
破片

2 土師器 郭 4.3,  11.0, 赤色粒子を
含む 褪赤褐色 り

り

ラ

ラ
ヘ　
ヘ
半
後

で
下
り

な
部
切

横
体
糸

三面
面
内
外 底部回転

%残

3 須恵器 郭 ― ,■ .8, 一 白色砂粒を含む 黄灰色
ロクロ水挽

口縁部破片

4 土師器 琢 3.9,   9.6,  4.1 赤色粒子を
含む

褪褐色
口縁部横なで外面一
篠郵茜義家易ツ贔し  %残

5 土師器 郭 ― . ― _44 赤色粒子を
を含む

淡橙褐色 環署三探獣攀寧為削り 底部破片
6 須恵器 郭 ― . 一 .5,5 砂粒、茶色

粒子を含む
白灰色

ロクロ水挽
底部回転糸切り離し   底部破片

7 土師器 皿 2 7 ,  144, 赤色粒子を
含む 赤褐色 界屠三泳覇雫撃覚護部回転ヘラ削り

2/3残
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A区 2号住居址出土遺物 (1/4)
A区 7号住居址出土遺物 (1/4)

∞
°

)

け116
3

~             ＼罵巨三三EE三三三三三E三三Ξ≡ΞΞ≡≡ラフ415
A区 16号住居址出土遺物 (1/4)

第 32図 奈良・平安時代遺物
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A区18号住居址出土遺物 (1/4)

第 33図 奈良・平安時代遺物
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B区 1号住居址出土遺物 (1/4)

粟∈藝課'4

B区 2号住居址出土遺物 (1/4)

第 34図 奈良・平安時代遺物
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B区 3号住居址出土遺物 (1/4)

B区 5号住居址出土遺物 (1/4)

第 35図 奈良 。平安時代遺物

-67-

B区 4号住居址出土遺物 (1/4)



B区 6号住居址出土遺物 (1//4)

B区 8号住居址出土遺物 (1ン/4)

第 36図 奈良 。平安時代遺物
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B区 8号住居址出土遺物 (1/4)

¶
3に 4

B区 9号住居址出土遺物 (1//4)

第 37図 奈良・ 平安時代遺物
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0                                20,″

B区 10号住居址出土遺物 (1/4)

渭I

-1

B区 11号住居址出土遺物 (1/4)

B区 12号住居址出土遺物 (1/4)

第 38図 奈良・ 平安時代遺物
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鬱

B区 14号住居址出土遺物 (1//4)

0                              20効

5

∞

∪
B区15号住居址出土遺物 (1/4)

B区16号住居址出土遺物 (1/4)

B区 17号住居址出土遺物 (1ノ/4)

第 39図 奈良 。平安時代遺物
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B区 18号住居址出土遺物 (1/4)

o                                20伽

|

B区20号住居址出土遺物 (1/4)

B区21号住居址出土遺物 (1ノ/4)

第40図 奈良・平安時代遺物
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B区21号住居址出土遺物 (1/4)

B区22号住居址出土遺物 (1/4)

B区23号住居址出土遺物 (1/4)

B区25号住居址出土遺物 (1/4)

第 41図 奈良・平安時代遺物
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ゞ ュ ‖ 2

B区26号住居址出土遺物 (1/4)

◎圏6
B区 27号住居址出土追物 (1/4)

3

く:きΞヨ》 6

o                                20a″

B区28号住居址出土遺物 (1/4)

第 42図 奈良・平安時代遺物
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B区29号住居址出土遺物 (1/4)

B区30号住居址出土遺物 (1/4)

軍 至言え

∞ 7

∞ m
に 6

B区34号住居址出土遺物 (1ノ/4)

第 43図 奈良・平安時代遺物
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B区35号住居址出土遺物 (1//4)
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A区井戸跡内出土遺物 (1/4)

B区竪穴住居址出土石器類 (3以外はほぼ%)

第■図 奈良・平安時代遺物

<B区竪穴住居址出土石器類> (第44図 )
1は 8号住居址出上の砥石4面に使用痕、その内 2面には細い滞がみられる。2は 16号住居址

出上のもので軽石を加工し片側に孔があけてある。 3は32号住居址出上の凹石。4は30号住居址

出上の砥石、4面にわたり使用痕があれ。5は 8号住居址出上の円錐形をした石器で、軽石でつ

くられ頂上付近はくびれている。6は35号住居址出上の石器で小判形を呈し、短辺側に扶りが僅

かに認められるのでオモリのたぐいと思われる。
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めとまⅦ

今回の調査で発見された遺構は、竪穴住居址が主体で縄文時代と、奈良 。平安時代とに分かれ

る。以下にまとめとして遺跡全体の概要を見てみよう。

1 縄文時代

竪穴住居址15軒・土坑 1基が発見されている。竪穴住居址は時間的な幅はあるものの、時期的

には中期後半に位置付けられるものである。竪穴住居址の形態はほぼ円形で、直径 4m前後の規

模をもっている。炉は石囲い炉で土器片を敷き詰めたもの、土器を埋めたものなどがみられる。

埋甕は南端に発見される例が多い。柱穴は壁際に発見される。竪穴住居址はそのすべてが調査区

域南西隅に集中しており、後田遺跡を合わせると、当該区域に比較的大規模な集落が存在してい

たことが窺える。また南西に流れる濤からは縄文時代の上器が出上している。

上坑はB区で発見された。B区は奈良・平安時代の遺構が主体を占めるが、土坑出土の上器は

当地域では類例が少なく貴重な発見であるといえる。

2 奈良・平安時代
竪穴住居址・掘立柱建物址・土坑・井戸跡その他濤などが発見されている。竪穴住居址の形態

は隅円方形を呈し、平均一辺 4m前後の規模をもっている。カマドは北側のものもあるが、東側

壁にほとんどが石を用いて構築される。柱穴は無く、周濤があるものもある。掘立柱建物址は側

柱形態で二間X二間の規模をもつ。柱穴の形態は方形の掘り方で、26鰍前後の柱痕跡が確認され

た。遺構の切り合いから住居址よりも古い時期に構築されたものであろうが、伴出遺物が無く年

代決定が難しい。ただし方形の掘り方の形態は奈良時代に見られるようである。井戸跡の発見は

珍しい例である。当時の生活を知るうえで貴重な資料となるであろう。濤は北から南に流れをも

つもの、北東から南西に流れをもつもの、東西に横切るものなどが検出された。東西のものが一

番新しく掘られ、北から南のものは奈良・平安時代の遺物が出上している。

竪穴住居址はA区では6軒と少なく、そのほとんどがB区に集まっている。前期のように本遺

跡の北側は宮ノ前遺跡であり、両遺跡を合わせると450軒以上の奈良 。平安時代の竪穴住居址が

密集しており、一大集落が長い期間営まれていたことを窺い知ることができる。なお竪穴住居址

の内本報告書で取り上げたのは53軒であるが、他のものは宮ノ前遺跡との境目に重複して検出さ

れており、詳細は宮ノ前遺跡報告書に譲ることとしておきたい。

お わ り に

北後田遺跡の発掘調査で発見された遺構並びに遺物は、縄文時代、奈良・平安時代のものであ

り、質量ともに豊富である。これらの資料は当時の社会構造を解明する上で重要な意味をもつも

のと考えられる。しかし今回の報告は、限られた作業の中でなされたものであり、竪穴住居址と

それに伴う遺物を中心に資料を掲載・提示したにすぎない。調査の成果と資料の分析。検討が総

体に行き届かず不十分な点は否めないが、本報告書が今後の調査・研究に活用されれば望外の喜

びである。
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写 真 図 版



図 版 1

A区 3号住居址 A区 4号住居址

A区 5号佳居址遺物出土状態 A区 6号住居址

A区 5号住居址炉 A区 8号住居址遺物出上状態

A区 5号住居址 A区 8号住居llr十器出上状態



図 版 2

A区 9号住居址 A区10号住居址

A区13号住居址

1等 = |   な、
鞘■ギ�¶ IⅧ T
il 
―
鎮粋 il鐘|liF
A区14号住居址

A区 15号住居址 A区19号住居址

A区20号住居址 A区21号住居址



図 版 3

B区 1号土坑 A区 1号住居址

A区 2号住居址 A区 7号住居址

A区 16号住居址 A区17号住居址

A区18号住居址 A区調査風景



図 版 4

A区 1号掘立柱建物址 A区 2号掘立柱建物址

A区 3号掘立柱建物址

警イ||1帯 1幹警警幣■il十■||

A区 4号掘立柱建物址

B区 1号住居址 B区 2号住居址

B区 4号住居址 B区 6号住居址



図 版 5

B区 7号住居址 B区 3号住居址

B区11号住居址

B区 12号住居址 B区13号住居址

B区14号住居址 B区15号住居址



図版 6

B区16号住居址 B区 17号住居址

B区18号住居址 B区21033号住居址

B区22号住居址 B区24号住居址

B区25号住居址 B区26住居址



図 版 7

B区27号住居址 B区28号住居址

B区29号住居址 B区 30・ 35号住居址

B区31鵜 址 B区32号住居址

B区調査風景 遺跡近景



図 版 8

A区井戸跡内部

A区井戸跡完掘

A区井戸跡断面図

A区井戸跡

A区 3号住居址出土遺物

A区 5号住居址出土遺物



図 版 9

A区 6号住居址出土遺物
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A区 8号住居址出土遺物



図 版 10

A区10号住居址出土遺物

A区15号住居址出十浩物



図 版 11

A区19号住居址出土遺物

A区20号住居址出土遺物

A区21号住居址出土遺物



図 版 12
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A区16号住居址出土遺物

A区13号住居址出+着物

B区 2号佳居址出十着物



図 版 13

u  4
B区12号住居址出十惜物
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B区15号住居址出十惜物

B区 18号佳居址出土遺物

B区 9号住居址出土遺物

B区11号住居址出+浩物

B区14号住居址出土遺物

B区17号住居址出土遺物

B区20号住居址出土遺物 B区21号住居址出十・iS物



図 版 14
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B区29号佳居址出+憎物

北後田遺跡調査途中空中写真
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